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※この日程は、諸会議等により変更となる場合があります。正式には２月下旬に改めて決定し、
　市議会ホームページ等でご案内します。（市議会ホームページの見方は下記のとおりです。）
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総括質疑等

本会議
総括質疑等

農政建設
常任委員会

文教経済
常任委員会

厚生
常任委員会

総務
常任委員会

本会議
採決等

本会議
一般質問

２０２１年がスタートして、早１か月が経
ちました。昨年はコロナウイルス感染症に
振り回された１年だったなぁと感じていま
す。今年はどんな１年になるのでしょうか。
上越市議会では、市民の皆様が安心・安
全な生活が送れるよう努めてまいります。

広報広聴委員会　委員 鈴木 めぐみ

次号は、令和３年４月25日発行です。 

議会だより「かけはし」のロゴは、平成 26 年に上越総
合技術高校の生徒に依頼し、制作しました。今号の作
品は、桜を散りばめた「かけはし」の文字にアーチ（橋）
を架けた作品です。アーチは、次の世代へと吹き抜け
る新しい風を表現しています。

◆傍聴に来られた方の感想◆
・質問は市民の想いを届けており、夢が持てた。 
・質問は市民の実際の声を伝えたものだった。 
・時間があればずっと聞いていたかった。 
・新人議員の質問が身近な事項であり、傍聴に
　来てよかった。 

・傍聴しやすい雰囲気で、時間があればこ
　れからも時々来てみたい。
・議員からは行政の対応を尋ねる質問が多  
　いのは当然だが、将来の市の発展のため
　の対策について、提案もしてほしかった。

広報広聴委員会 （◎は委員長、○は副委員長） 
◎田中　　聡 ○宮越　　馨  　安田　佳世 
　鈴木めぐみ 　ｽﾄﾗｯﾄﾝ恵美子 　髙橋　浩輔 
　宮﨑　朋子 　山田　忠晴  　牧田　正樹 
　池田　尚江 　平良木哲也 　飯塚　義隆

編集後記

特集特集

目　次

12月定例会12月定例会

この無料アプリをダウンロードして登録す
ると、議会だより発行日にお知らせが届き、
いつでもどこでもスマートフォンやタブレット
などで議会だよりを読むことができます。
ぜひご利用ください。

←アプリのＤＬはコチラから
※アプリのダウンロードや利用は無料で
すが、通信費は利用者の負担となります。

本会議や委員会の傍聴にお越しください！本会議や委員会の傍聴にお越しください！

３月定例会の日程予定 ３月定例会の日程予定 

　　　定例会以外での活動を紹介します！ ・・２
　　　　　　令和2年度一般会計補正予算など42議案を審議
　総括質疑　新型コロナウイルス感染症対策
　　　　　　に関する議案等を審議 ・・・・・４
常任委員会の審査 ・・・・・・・・・・・・５
討論・意見書・請願 ・・・・・・・・・・・９
審議結果・賛否一覧 ・・・・・・・・・・・10
ここが聞きたい！一般質問 ・・・・・・・・11
11月の議会報告会・意見交換会を実施  ・・・19
３月定例会の日程予定と本会議傍聴の感想 ・・20

◆本会議の議会生中継及び録画中継は、ホームページの「本会議の放送」より、各委員会
　の生放送と録画放送は、ホームページの「委員会の放送」よりご覧ください。

※市議会ホームページは、「上越市議会」で検索いただくか、
　左下のQRコードをスマートフォン等で読み取ることでご覧いただけます。

本会議や各委員会をインターネットでご覧いただけます！！

※この日程は、諸会議等により変更となる場合があります。正式には２月下旬に改めて決定し、
　市議会ホームページ等でご案内します。（市議会ホームページの見方は下記のとおりです。）
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特集 定例会以外での　　　活動を紹介します！

第15回マニフェスト大賞 優秀マニフェスト推進賞受賞！　
※

　このたび、当市議会の「議会改革推進会議における女性フォーラム、模擬
議会、議会モニターの取組」が第15回マニフェスト大賞の「優秀マニフェス
ト推進賞＜議会部門＞」を受賞しました。
　審査員からは、３つの取組それぞれに成果はあるが、特に女性フォーラ
ムやこれまで地道に実施してきた取組が女性議員の増加につながってき
たものであるとご講評いただきました。
　上越市議会では、今後も継続的に議会改革に取り組んでいきます。

定例会以外でも所管事務調査を実施しています！

令和２年７月２日　新上越斎場建設事業について
（厚生常任委員会）

（農政建設常任委員会）

　所管事務調査とは、市が行う事業や市が策定する重要な計画などについて、常任委員会が
自主的に取り上げ、調査するものです。今回は、定例会で開催される委員会以外で実施された
所管事務調査の中で、調査が完了したものをご紹介します。

　今後の斎場施設における将来の方向性を示した「新上越斎

場建設事業整備方針」が平成30年12月にまとめられましたが、

これを再精査し、施設の機能や規模、整備運営に係る事業方

式、概算事業費など、より具体的な事項を示した「新上越斎場

建設事業基本構想（案）」について調査を行いました。

問／設計と施工が一括発注となるＤＢ方式では、設計士が市
の意向だけでなく、施工業者の意向を反映する形になっ
てしまう可能性が考えられる。設計と施工を別に発注す
る方式のほうが市民の立場に立った施設にできるので
はないか。

答／一番重要なのは炉を長期に維持することであり、かなり
難しい技術が必要とされる炉の工事においては、施工業
者の技術が生かされるＤＢ方式が最善の方式と考えた。
また、工期の短縮やコストの削減も期待できる。

　市では平成28年11月に「上越市空き家等対策計画」を策定し、取

組を進めてきましたが、令和２年度末までの計画期間終了後も引

き続き対策を実施するため同計画を改定するとしています。これ

を受け、これまでの取組の検証を踏まえ、改定案について調査を行

いました。

問／空き家の予防に関し、居住中から将来的な住宅の処分に備え
ていただくためには、所有者等への普及啓発の強化や生家へ
の移住の促進は大事な点である。どういった方法を考えてい
るのか。

答／所有者等への啓発として、セミナーの開催や広報誌への掲載
を考えている。また、生家を活用する際の補助制度も含めて
周知していきたい。

　上越市議会では、議会としての政策立
案及び政策提言能力の向上、そして議員
としての能力向上を図るため、定期的に
研修を実施しています。研修に当たって
は、広く各分野の専門家を招き、知識や知
見を取り入れた研修会を実施しています。
　令和２年11月には、妙高市出身で㈱テ
ラスカイ 代表取締役社長の佐藤秀哉氏
を講師に招き、人口減少やコロナ禍とい
う課題に対して、ＩＴ技術を活用し、どう
対処していくのかを学びました。

※マニフェスト大賞とは
　地方自治体の議会や首長、市民等の優
れた活動を募集し、表彰することで、地方
創生を推進する方々に栄誉を与え、さら
なる意欲向上を期するとともに、優れた
取組が広く知られ互いに競うようにまち
づくりを進める「善政競争」の輪を拡げる
ために設けられたものです。

取組内容の詳細は、
「上越市 議会改革推進会議」で検索いた
だくか、右のＱＲコード
からご覧ください。

議会改革推進会議の座長の小林議員が
オンラインで実施された授賞式に参加

ＩＴ業界の最新の話題をお聞きしました

現在の上越斎場

当日の資料↓ 当日の中継↓

当日の資料↓ 当日の中継↓

～地方自治体・地方観光経営におけるＩＴ活用の可能性を探る～

「ＩＴの過去・現在・未来」議 員
勉強会

※当日の中継等をご覧いただく際のデータ通信料はご自身の負担となりますので、ご注意ください。

令和２年11月9日　空き家等対策計画の改定について
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たものであるとご講評いただきました。
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常任委員会の審査 市長提出議案を４つの委員会ごとに分け、議案審査を行いました。
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時
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の
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■所管事務調査（第４次上越市公の施設の
　適正配置計画の策定について）

■
上
越
市
旧
今
井
染
物
屋
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

市
役
所
の
代
表
電
話
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の
改
善
は
？

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
７
号
）

公の施設の適正配置
市民の理解と納得を

持続可能な行財政運営の確立と現役世代及び次の
世代が過度の負担を負うことなく安心して暮らすことが
できるまちづくりに向け、令和３年度から令和12年度に
おける公の施設の適正配置のための計画を策定しま
す。
小中学校や保育園等、別の計画で定める施設以外の
３２３施設（令和３年４月１日見込み）について、施設ご
との具体的な取組方向を提示します。

市
政
の
運
営
方
針
や
、財
務
、防
災
、総
合
事
務
所
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、広
範
な
議
案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

第４次上越市公の施設の適正配置計画

12月定例会は11月30日から12月14日まで、15日間の会期で開催されました。
令和２年度一般会計補正予算をはじめとする、市長から提案された議案を全て可決
しました。また、議員発議により「拉致事件の早期解決を求める意見書」、「『防災・減
災、国土強靱化対策』の継続的な推進を求める意見書」を可決しました。（議案と審
議結果は、10ページをご覧ください。）

総
括
質
疑
総
括
質
疑
は
、市
長
が
提
出
し
た
議
案
に
対
し
て
案
件
の
概
要
と
疑
問
点
を
解
明
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、輝
、日
本
共
産
党
議
員
団
、会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
宮
越
議
員
）が
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

12月定例会 令和２年度一般会計補正予算など42議案を審議
新型コロナウイルス感染症対策に関する議案等を審議

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
費
用
助
成

　
　
　
　
対
象
の
設
定
は
？

※

関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
介
護
保
険

施
設
及
び
障
害
者
福
祉
施
設
に

新
た
に
入
所
す
る
人
や
、
通
所

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
の
う
ち
、

県
外
在
住
者
等
と
の
接
触
に
よ

り
感
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
人
に

対
し
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
を
助

成
す
る
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

問
／
今
回
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

助
成
対
象
を
ど
の
よ
う
に
設

定
し
た
の
か
聞
き
た
い
。

答
／
感
染
が
広
が
る
と
影
響

が
極
め
て
大
き
く
な
る
介
護

保
険
施
設
、
障
害
者
福
祉
施

設
の
利
用
者
の
う
ち
、
ウ
イ

ル
ス
を
持
ち
込
む
リ
ス
ク
が

あ
る「
新
た
に
入
所
す
る
人
」、

「
通
所
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
者

の
う
ち
、
県
外
在
住
者
等
と

の
接
触
に
よ
り
感
染
の
お
そ

れ
の
あ
る
人
」に
設
定
し
た
。

旧
今
井
染
物
屋

　
　
開
館
時
間
の
検
討
は
？

※

関
連
記
事
５
ペ
ー
ジ

　
　
旧
今
井
染
物
屋
を
令
和
３

年
４
月
１
日
か
ら
地
域
文
化
の

継
承
及
び
発
信
の
拠
点
施
設
と

し
て
供
用
開
始
す
る
た
め
、
条

例
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

問
／
地
域
協
議
会
へ
の
諮
問

に
対
す
る
答
申
と
異
な
る
内

容
で
条
例
案
が
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
答
申
を
ど
う
受
け

止
め
、生
か
し
た
の
か
。カレンダー

▼11 月 30 日（本会議・委員会）
　・市長提案説明、総括質疑（３人）
　・先行議決議案の３常任委員会、採決
▼12 月１日～４日（委員会）
　・４常任委員会
▼12 月７日～ 10 日（本会議）
　・一般質問（24 人）
▼12 月 14 日（本会議・委員会）
　・委員長報告、討論（３人）、採決
　・追加議案の市長提案説明、追加議案
　　の総括質疑（１人）、２常任委員会、
　　追加議案の委員長報告、採決

問
／
市
民
の
理
解
と
納
得
を

得
る
こ
と
が
最
も
大
事
で
あ

る
と
考
え
、
時
間
を
か
け
て

説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
初
か
ら
施
設
の
廃
止
あ
り

き
で
は
な
く
、
最
終
的
に
廃

止
と
な
っ
た
と
い
う
考
え
方

で
進
む
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

注目！

答
／
関
係
事
業
者
の
人
員
な

ど
を
考
慮
し
た
運
営
体
制
や

周
辺
施
設
の
入
館
者
数
、
高

田
駅
周
辺
地
区
の
観
光
客
の

動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
諮
問

の
趣
旨
で
あ
る
「
住
民
生
活

に
及
ぼ
す
直
接
的
な
影
響
」

は
特
段
な
い
と
整
理
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
勘
案
し
、
改
め

て
諮
問
の
と
お
り
の
開
館
時

間
等
が
適
当
と
判
断
し
、
条

例
案
を
提
案
し
た
。

助　成
対象者

①：介護保険施設及び障害者福祉施設に新たに入
所する人

②：介護保険及び障害福祉サービスの通所サービ
ス等利用者のうち、県外在住者との接触によ
り感染のおそれがある人

検査方法 医療機関が実施するＰＣＲ検査

助成期間 令和２年１２月１日～令和３年３月１５日

助成回数 ①の人：期間内で1回
②の人：回数制限なし

助成額
①の人：検査費用全額22,000円
②の人：検査費用の一部20,000円
 （自己負担額2,000円）

答
／
適
正
配
置
計
画
の
検
討

手
順
に
沿
っ
た
中
で
方
向
性

を
出
し
、
関
係
者
と
協
議
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
で
終
わ

り
で
は
な
く
、
今
後
も
協
議

し
て
い
き
た
い
。
お
互
い
が

納
得
し
、
最
終
的
な
目
標
に

向
か
っ
て
歩
み
寄
っ
た
中
で
、

適
正
配
置
を
進
め
て
い
く
。

総務

※

関
連
記
事
４
ペ
ー
ジ

採
決
に
当
た
り
、
総
務

常
任
委
員
会
の
総
意
と

し
て
、
第
一
に
「
条
例

施
行
に
当
た
り
、
開
館

時
間
等
柔
軟
な
対
応
を

す
る
こ
と
」、第
二
に「
一

定
期
間
運
用
の
上
、
改

め
て
検
討
す
る
こ
と
」を

行
政
側
に
伝
え
ま
し
た
。

旧今井染物屋のチャノマ

※

１
つ
の
事
業
が
単
年
度
で
終
わ
ら

ず
、
後
の
年
度
に
も
支
出
が
必
要
な

場
合
に
、
後
の
年
度
の
債
務
に
つ
い

て
予
算
で
決
め
て
お
く
こ
と
。

※



（５）2021.２  じょうえつ市議会だより 2021.２  じょうえつ市議会だより（４）

次
は
、
厚
生
・
農
政
建
設
常
任
委
員
会
の
審
査

常任委員会の審査 市長提出議案を４つの委員会ごとに分け、議案審査を行いました。

現
在
耐
震
改
修
工
事
を
進
め
て
い
る
市
の
文
化
財
「
旧
今
井
染
物

屋
」
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
地
域
文
化
の
継
承
及
び
発

信
の
拠
点
施
設
と
し
て
供
用
開
始
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

問
／
開
館
時
間
を
10
時
と
し
た
理
由
は
何
か
。

答
／
市
の
文
化
財
と
し
て
い
た
旧
今
井
染
物
屋
を
ど
う
活
用
し
て

い
く
か
考
え
、
バ
テ
ン
レ
ー
ス
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
に
し

た
。
実
演
及
び
展
示
を
依
頼
す
る
事
業
者
と
協
議
し
て
き
た
中

で
、
10
時
で
あ
れ
ば
対
応
で
き
る
と
の
内
諾
を
得
た
。
ま
た
、
高

田
駅
周
辺
の
観
光
客
は

10
時
頃
か
ら
動
き
出
す

こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、

10
時
の
開
館
が
最
も
適

当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

市
役
所
木
田
庁
舎
の
電
話

交
換
機
の
更
新
及
び
内
線
電
話

機
の
無
線
化
工
事
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
か
ら
３
年
度
ま
で

の
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
ま

す
。

問
／
電
話
交
換
機
の
更
新
に

伴
い
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
を
導
入

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

市
の
代
表
電
話
へ
の
混
雑
状

態
は
ど
う
改
善
さ
れ
る
の
か
。

答
／
各
部
署
の
係
単
位
の
専

用
番
号
へ
直
接
電
話
を
か
け

て
も
ら
う
こ
と
で
、
代
表
電

話
番
号
に
余
裕
を
持
た
せ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

旧
今
井
染
物
屋

10
時
開
館
の
理
由
は
？

■所管事務調査（第４次上越市公の施設の
　適正配置計画の策定について）

■
上
越
市
旧
今
井
染
物
屋
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

市
役
所
の
代
表
電
話

混
雑
状
態
の
改
善
は
？

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
７
号
）

公の施設の適正配置
市民の理解と納得を

持続可能な行財政運営の確立と現役世代及び次の
世代が過度の負担を負うことなく安心して暮らすことが
できるまちづくりに向け、令和３年度から令和12年度に
おける公の施設の適正配置のための計画を策定しま
す。
小中学校や保育園等、別の計画で定める施設以外の
３２３施設（令和３年４月１日見込み）について、施設ご
との具体的な取組方向を提示します。

市
政
の
運
営
方
針
や
、財
務
、防
災
、総
合
事
務
所
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、広
範
な
議
案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

第４次上越市公の施設の適正配置計画

12月定例会は11月30日から12月14日まで、15日間の会期で開催されました。
令和２年度一般会計補正予算をはじめとする、市長から提案された議案を全て可決
しました。また、議員発議により「拉致事件の早期解決を求める意見書」、「『防災・減
災、国土強靱化対策』の継続的な推進を求める意見書」を可決しました。（議案と審
議結果は、10ページをご覧ください。）

総
括
質
疑
総
括
質
疑
は
、市
長
が
提
出
し
た
議
案
に
対
し
て
案
件
の
概
要
と
疑
問
点
を
解
明
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、輝
、日
本
共
産
党
議
員
団
、会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
宮
越
議
員
）が
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

12月定例会 令和２年度一般会計補正予算など42議案を審議
新型コロナウイルス感染症対策に関する議案等を審議

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
費
用
助
成

　
　
　
　
対
象
の
設
定
は
？

※

関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
介
護
保
険

施
設
及
び
障
害
者
福
祉
施
設
に

新
た
に
入
所
す
る
人
や
、
通
所

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
の
う
ち
、

県
外
在
住
者
等
と
の
接
触
に
よ

り
感
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
人
に

対
し
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
を
助

成
す
る
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

問
／
今
回
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

助
成
対
象
を
ど
の
よ
う
に
設

定
し
た
の
か
聞
き
た
い
。

答
／
感
染
が
広
が
る
と
影
響

が
極
め
て
大
き
く
な
る
介
護

保
険
施
設
、
障
害
者
福
祉
施

設
の
利
用
者
の
う
ち
、
ウ
イ

ル
ス
を
持
ち
込
む
リ
ス
ク
が

あ
る「
新
た
に
入
所
す
る
人
」、

「
通
所
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
者

の
う
ち
、
県
外
在
住
者
等
と

の
接
触
に
よ
り
感
染
の
お
そ

れ
の
あ
る
人
」に
設
定
し
た
。

旧
今
井
染
物
屋

　
　
開
館
時
間
の
検
討
は
？

※

関
連
記
事
５
ペ
ー
ジ

　
　
旧
今
井
染
物
屋
を
令
和
３

年
４
月
１
日
か
ら
地
域
文
化
の

継
承
及
び
発
信
の
拠
点
施
設
と

し
て
供
用
開
始
す
る
た
め
、
条

例
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

問
／
地
域
協
議
会
へ
の
諮
問

に
対
す
る
答
申
と
異
な
る
内

容
で
条
例
案
が
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
答
申
を
ど
う
受
け

止
め
、生
か
し
た
の
か
。カレンダー

▼11 月 30 日（本会議・委員会）
　・市長提案説明、総括質疑（３人）
　・先行議決議案の３常任委員会、採決
▼12 月１日～４日（委員会）
　・４常任委員会
▼12 月７日～ 10 日（本会議）
　・一般質問（24 人）
▼12 月 14 日（本会議・委員会）
　・委員長報告、討論（３人）、採決
　・追加議案の市長提案説明、追加議案
　　の総括質疑（１人）、２常任委員会、
　　追加議案の委員長報告、採決

問
／
市
民
の
理
解
と
納
得
を

得
る
こ
と
が
最
も
大
事
で
あ

る
と
考
え
、
時
間
を
か
け
て

説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
初
か
ら
施
設
の
廃
止
あ
り

き
で
は
な
く
、
最
終
的
に
廃

止
と
な
っ
た
と
い
う
考
え
方

で
進
む
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

注目！

答
／
関
係
事
業
者
の
人
員
な

ど
を
考
慮
し
た
運
営
体
制
や

周
辺
施
設
の
入
館
者
数
、
高

田
駅
周
辺
地
区
の
観
光
客
の

動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
諮
問

の
趣
旨
で
あ
る
「
住
民
生
活

に
及
ぼ
す
直
接
的
な
影
響
」

は
特
段
な
い
と
整
理
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
勘
案
し
、
改
め

て
諮
問
の
と
お
り
の
開
館
時

間
等
が
適
当
と
判
断
し
、
条

例
案
を
提
案
し
た
。

助　成
対象者

①：介護保険施設及び障害者福祉施設に新たに入
所する人

②：介護保険及び障害福祉サービスの通所サービ
ス等利用者のうち、県外在住者との接触によ
り感染のおそれがある人

検査方法 医療機関が実施するＰＣＲ検査

助成期間 令和２年１２月１日～令和３年３月１５日

助成回数 ①の人：期間内で1回
②の人：回数制限なし

助成額
①の人：検査費用全額22,000円
②の人：検査費用の一部20,000円
 （自己負担額2,000円）

答
／
適
正
配
置
計
画
の
検
討

手
順
に
沿
っ
た
中
で
方
向
性

を
出
し
、
関
係
者
と
協
議
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
で
終
わ

り
で
は
な
く
、
今
後
も
協
議

し
て
い
き
た
い
。
お
互
い
が

納
得
し
、
最
終
的
な
目
標
に

向
か
っ
て
歩
み
寄
っ
た
中
で
、

適
正
配
置
を
進
め
て
い
く
。

総務
※

関
連
記
事
４
ペ
ー
ジ

採
決
に
当
た
り
、
総
務

常
任
委
員
会
の
総
意
と

し
て
、
第
一
に
「
条
例

施
行
に
当
た
り
、
開
館

時
間
等
柔
軟
な
対
応
を

す
る
こ
と
」、第
二
に「
一

定
期
間
運
用
の
上
、
改

め
て
検
討
す
る
こ
と
」を

行
政
側
に
伝
え
ま
し
た
。

旧今井染物屋のチャノマ

※

１
つ
の
事
業
が
単
年
度
で
終
わ
ら

ず
、
後
の
年
度
に
も
支
出
が
必
要
な

場
合
に
、
後
の
年
度
の
債
務
に
つ
い

て
予
算
で
決
め
て
お
く
こ
と
。

※
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次
は
、
文
教
経
済
常
任
委
員
会
の
審
査
、
討
論
・
意
見
書
・
請
願

常任委員会の審査 常任委員会の審査市長提出議案を４つの委員会ごとに分け、議案審査を行いました。 委員長からの審査結果報告をもとに、「議員の質疑→行政側の答弁」の順に掲載しています。

問
／
安
塚
区
樽
田
地
内
の
雪

中
貯
蔵
施
設
が
３
シ
ー
ズ
ン

空
い
て
供
用
開
始
と
な
る
。

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
取
組
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
／
新
た
に
観
光
対
応
型
に

し
て
整
備
し
た
雪
室
で
あ
り
、

広
く
声
が
け
を
し
て
有
効
活

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

本計画は、次世代へつなぐ魅力ある
農業の再生を目指して、食料・農業・
農村振興施策の総合的かつ計画的な
推進を図る目的で策定されました。

上越市食料・農業・農村基本計画

■所管事務調査（上越市食料・農業・
　農村基本計画の見直しについて）

新
し
い
雪
中
貯
蔵
施
設

更
新
の
計
画
は
？

■
上
越
市
安
塚
地
域
産
業
振

興
施
設
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
　
住
居
の
確
保
に
苦
慮
さ
れ

て
い
る
低
所
得
者
が
、
保
証
人

の
確
保
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と

な
く
公
営
住
宅
に
入
居
で
き
る

よ
う
、
公
営
住
宅
の
入
居
に
関

し
、
保
証
人
が
不
要
と
な
り
、

新
た
に
連
絡
人
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

問
／
保
証
人
と
新
た
に
設
定

す
る
連
絡
人
に
求
め
ら
れ
る

役
割
の
違
い
は
何
か
。

答
／
保
証
人
は
、
家
賃
保
証

を
す
る
の
に
対
し
、
連
絡
人

は
、
入
居
者
と
連
絡
が
取
れ

な
い
時
な
ど
に
連
絡
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
り
、
入
居

者
の
債
務
を
保
証
す
る
部
分

が
外
れ
る
。
な
お
、
滞
納
が

あ
る
と
き
は
納
付
の
働
き
か

け
を
連
絡
人
に
お
願
し
、
収

納
率
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
保
証
人
と

連
絡
人
の
違
い
は
？

■
上
越
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

農業現場における
スマート農業機械の
導入・活用目標は？

農
林
水
産
業
に
関
す
る
経
済
施
策
や
道
路
の
建
設･

管
理
、ガ
ス･

上
下
水
道

事
業
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
議
案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

問
／
計
画
中
、
基
本
施
策
の
「
農
業
現
場
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
践
に
よ
る
省
力
化
・
生
産
コ
ス
ト
低
減

の
推
進
」
に
お
い
て
、
「
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
導
入
・
活
用

す
る
経
営
体
の
割
合
」
の
目
標
値
を
令
和
12
年
度
に
１
０

０
％
と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。

答
／
ス
マ
ー
ト
農
機
や
農
薬
散
布
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
な
ど
、

全
て
の
農
地
で
何
ら
か
の
形
で
導
入
さ
れ
る
と
考
え
た
も
の

で
あ
る
。

注目！ 農政
建設

議会でもドローンによる農薬散布を視察しました

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
と
し
て
、
国
が
予
備
費
を
活

用
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対

し
て
、
生
活
を
支
援
す
る
観
点

か
ら
臨
時
特
別
給
付
金
を
再
支

給
す
る
た
め
、
必
要
経
費
を
増

額
し
ま
す
。

問
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
し
た
人
に
つ
い
て
、
周
知

が
重
要
と
な
る
が
、
漏
れ
な

く
把
握
で
き
て
い
る
か
。

答
／
児
童
扶
養
手
当
の
認
定

と
な
っ
た
方
へ
個
別
に
通
知

し
て
い
る
ほ
か
、
広
報
上
越

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
い

ろ
い
ろ
な
窓
口
で
案
内
す
る

中
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

柿
崎
区
の
妙
蓮
寺
児
童
遊

園
及
び
三
ツ
屋
浜
袖
畑
児
童
遊

園
に
つ
い
て
、
施
設
の
利
用
実

態
を
踏
ま
え
た
供
用
廃
止
と
、

児
童
遊
園
の
公
の
施
設
と
し
て

の
設
置
根
拠
を
改
め
ま
す
。

問
／
設
置
根
拠
か
ら
児
童
福

祉
法
第
35
条
を
削
除
す
る
理

由
は
何
か
。

答
／
児
童
福
祉
法
に
よ
る
設

置
基
準
で
は
、
児
童
の
遊
び

を
指
導
す
る
者
を
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
示
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
市
で
は
遊
び

を
指
導
す
る
者
を
置
い
て
お

ら
ず
、
法
の
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
た
め
改
め
る
。

臨
時
特
別
給
付
金

漏
れ
な
く
周
知
を

■令和２年度上越市一般会計補正予算
　（第６号）

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
８
号
）

予
防
接
種
の
接
種
者
が
当

初
の
見
込
み
を
上
回
る
こ
と
か

ら
、
予
防
接
種
個
別
委
託
料
を

増
額
し
ま
す
。

問
／
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
は
全
国
的
に
進

ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、

市
は
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
／
国
は
積
極
的
な
勧
奨
を

行
わ
な
い
と
い
う
方
針
で
あ

り
、
市
も
同
様
に
考
え
て
い

る
。
国
の
検
討
会
で
も
議
論

さ
れ
て
い
る
の
で
、
情
報
収

集
を
し
な
が
ら
、
積
極
的
勧

奨
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、

改
め
て
市
民
に
知
ら
せ
て
い

き
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
の
予
防

ど
う
進
め
る
の
か

児
童
遊
園
の
設
置
根
拠

改
め
る
理
由
は
？

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
７
号
）

■
上
越
市
児
童
遊
園
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

ＰＣＲ検査費用助成
施設利用者のみの
理由は？

介護保険施設及び障害者福祉施設に新
たに入所される方や、通所サービス等を利
用される方のうち、県外在住者等との接
触により感染のおそれがある方を対象に、
ＰＣＲ検査に係る費用を助成します。

健
康
づ
く
り
や
多
種
の
福
祉
施
策
、環
境
保
全
な
ど

市
民
に
身
近
な
議
案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

ＰＣＲ検査費用の助成

問
／
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
む

可
能
性
は
ス
タ
ッ
フ
が
一
番

高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
検
査

対
象
を
施
設
利
用
者
の
み
と

し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
ど

う
判
断
し
た
の
か
。

答
／
医
療
崩
壊
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
中

で
、
今
回
は
高
齢
者
、
障
害

者
の
検
査
を
優
先
し
た
。
ま

た
、
施
設
職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
ま
た
は
職
員
に

感
染
者
が
発
生
し
て
い
る
か

否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要

な
場
合
に
県
が
補
助
を
行
っ

て
い
る
。

厚生

※関連記事 4ページ

注目！
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次
は
、
文
教
経
済
常
任
委
員
会
の
審
査
、
討
論
・
意
見
書
・
請
願

常任委員会の審査 常任委員会の審査市長提出議案を４つの委員会ごとに分け、議案審査を行いました。 委員長からの審査結果報告をもとに、「議員の質疑→行政側の答弁」の順に掲載しています。

問
／
安
塚
区
樽
田
地
内
の
雪

中
貯
蔵
施
設
が
３
シ
ー
ズ
ン

空
い
て
供
用
開
始
と
な
る
。

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
取
組
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
／
新
た
に
観
光
対
応
型
に

し
て
整
備
し
た
雪
室
で
あ
り
、

広
く
声
が
け
を
し
て
有
効
活

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

本計画は、次世代へつなぐ魅力ある
農業の再生を目指して、食料・農業・
農村振興施策の総合的かつ計画的な
推進を図る目的で策定されました。

上越市食料・農業・農村基本計画

■所管事務調査（上越市食料・農業・
　農村基本計画の見直しについて）

新
し
い
雪
中
貯
蔵
施
設

更
新
の
計
画
は
？

■
上
越
市
安
塚
地
域
産
業
振

興
施
設
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
　
住
居
の
確
保
に
苦
慮
さ
れ

て
い
る
低
所
得
者
が
、
保
証
人

の
確
保
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と

な
く
公
営
住
宅
に
入
居
で
き
る

よ
う
、
公
営
住
宅
の
入
居
に
関

し
、
保
証
人
が
不
要
と
な
り
、

新
た
に
連
絡
人
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

問
／
保
証
人
と
新
た
に
設
定

す
る
連
絡
人
に
求
め
ら
れ
る

役
割
の
違
い
は
何
か
。

答
／
保
証
人
は
、
家
賃
保
証

を
す
る
の
に
対
し
、
連
絡
人

は
、
入
居
者
と
連
絡
が
取
れ

な
い
時
な
ど
に
連
絡
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
り
、
入
居

者
の
債
務
を
保
証
す
る
部
分

が
外
れ
る
。
な
お
、
滞
納
が

あ
る
と
き
は
納
付
の
働
き
か

け
を
連
絡
人
に
お
願
し
、
収

納
率
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
保
証
人
と

連
絡
人
の
違
い
は
？

■
上
越
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

農業現場における
スマート農業機械の
導入・活用目標は？

農
林
水
産
業
に
関
す
る
経
済
施
策
や
道
路
の
建
設･

管
理
、ガ
ス･

上
下
水
道

事
業
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
議
案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

問
／
計
画
中
、
基
本
施
策
の
「
農
業
現
場
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
践
に
よ
る
省
力
化
・
生
産
コ
ス
ト
低
減

の
推
進
」
に
お
い
て
、
「
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
導
入
・
活
用

す
る
経
営
体
の
割
合
」
の
目
標
値
を
令
和
12
年
度
に
１
０

０
％
と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。

答
／
ス
マ
ー
ト
農
機
や
農
薬
散
布
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
な
ど
、

全
て
の
農
地
で
何
ら
か
の
形
で
導
入
さ
れ
る
と
考
え
た
も
の

で
あ
る
。

注目！ 農政
建設

議会でもドローンによる農薬散布を視察しました

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
と
し
て
、
国
が
予
備
費
を
活

用
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対

し
て
、
生
活
を
支
援
す
る
観
点

か
ら
臨
時
特
別
給
付
金
を
再
支

給
す
る
た
め
、
必
要
経
費
を
増

額
し
ま
す
。

問
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
し
た
人
に
つ
い
て
、
周
知

が
重
要
と
な
る
が
、
漏
れ
な

く
把
握
で
き
て
い
る
か
。

答
／
児
童
扶
養
手
当
の
認
定

と
な
っ
た
方
へ
個
別
に
通
知

し
て
い
る
ほ
か
、
広
報
上
越

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
い

ろ
い
ろ
な
窓
口
で
案
内
す
る

中
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

柿
崎
区
の
妙
蓮
寺
児
童
遊

園
及
び
三
ツ
屋
浜
袖
畑
児
童
遊

園
に
つ
い
て
、
施
設
の
利
用
実

態
を
踏
ま
え
た
供
用
廃
止
と
、

児
童
遊
園
の
公
の
施
設
と
し
て

の
設
置
根
拠
を
改
め
ま
す
。

問
／
設
置
根
拠
か
ら
児
童
福

祉
法
第
35
条
を
削
除
す
る
理

由
は
何
か
。

答
／
児
童
福
祉
法
に
よ
る
設

置
基
準
で
は
、
児
童
の
遊
び

を
指
導
す
る
者
を
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
示
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
市
で
は
遊
び

を
指
導
す
る
者
を
置
い
て
お

ら
ず
、
法
の
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
た
め
改
め
る
。

臨
時
特
別
給
付
金

漏
れ
な
く
周
知
を

■令和２年度上越市一般会計補正予算
　（第６号）

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
８
号
）

予
防
接
種
の
接
種
者
が
当

初
の
見
込
み
を
上
回
る
こ
と
か

ら
、
予
防
接
種
個
別
委
託
料
を

増
額
し
ま
す
。

問
／
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
は
全
国
的
に
進

ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、

市
は
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
／
国
は
積
極
的
な
勧
奨
を

行
わ
な
い
と
い
う
方
針
で
あ

り
、
市
も
同
様
に
考
え
て
い

る
。
国
の
検
討
会
で
も
議
論

さ
れ
て
い
る
の
で
、
情
報
収

集
を
し
な
が
ら
、
積
極
的
勧

奨
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、

改
め
て
市
民
に
知
ら
せ
て
い

き
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
の
予
防

ど
う
進
め
る
の
か

児
童
遊
園
の
設
置
根
拠

改
め
る
理
由
は
？

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
７
号
）

■
上
越
市
児
童
遊
園
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

ＰＣＲ検査費用助成
施設利用者のみの
理由は？

介護保険施設及び障害者福祉施設に新
たに入所される方や、通所サービス等を利
用される方のうち、県外在住者等との接
触により感染のおそれがある方を対象に、
ＰＣＲ検査に係る費用を助成します。

健
康
づ
く
り
や
多
種
の
福
祉
施
策
、環
境
保
全
な
ど

市
民
に
身
近
な
議
案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

ＰＣＲ検査費用の助成

問
／
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
む

可
能
性
は
ス
タ
ッ
フ
が
一
番

高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
検
査

対
象
を
施
設
利
用
者
の
み
と

し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
ど

う
判
断
し
た
の
か
。

答
／
医
療
崩
壊
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
中

で
、
今
回
は
高
齢
者
、
障
害

者
の
検
査
を
優
先
し
た
。
ま

た
、
施
設
職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
ま
た
は
職
員
に

感
染
者
が
発
生
し
て
い
る
か

否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要

な
場
合
に
県
が
補
助
を
行
っ

て
い
る
。

厚生

※関連記事 4ページ

注目！

雪中貯蔵施設完成イメージ図
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次
は
、
審
議
結
果
・
賛
否
一
覧
、
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

常任委員会の審査 常任委員会の審査委員長からの審査結果報告をもとに、「議員の質疑→行政側の答弁」の順に掲載しています。

　
請
願
は
、
市
民
等
が
議
会

に
対
し
、
意
見
や
要
望
を
直

接
伝
え
る
も
の
で
す
。
今
定

例
会
で
は
、
１
件
の
請
願
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
を

前
に
、
み
ら
い
が
反
対
討
論

を
、
市
民
ク
ラ
ブ
が
賛
成
討

論
を
行
い
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

該
当
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
公
の
施
設
の
再
配
置
に
つ

い
て
、
市
民
の
納
得
を
得

る
説
明
努
力
を
尽
く
す
こ

と
を
求
め
る
請
願

　長い海岸線を有する当市にとっ
て、北朝鮮による拉致事件の発生
は、住民の安全・安心な生活を送
る権利を侵す重大な脅威である。
拉致被害者自身やその家族が高齢
化している状況を鑑み、事件解決
には一刻の猶予もないことから、
北朝鮮による拉致被害者及び特定
失踪者全員の早期帰国及び真相の
究明に向け、国際情勢を踏まえ、
時機を逸することなく、全力で取
り組むことを強く要望する。

意
見
書
は
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
庁
に
対
し
、

議
会
の
意
思
を
表
明
す
る
も
の
で
す
。

問
／
大
潟
町
中
学
校
屋
外
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明
設
備
の

供
用
廃
止
に
つ
い
て
、
利
用
者

か
ら
は
ど
の
よ
う
な
反
応
が

あ
っ
た
の
か
。

答
／
定
期
的
に
利
用
し
て
い

た
２
つ
の
団
体
に
は
令
和
元

年
度
の
夏
か
ら
伝
え
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
テ
ニ
ス
を
す
る
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
大
潟
町

中
学
校
の
体
育
館
に
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
整
備
し
た

こ
と
や
、
照
明
設
備
の
維
持
管

理
に
年
間
１
０
０
万
円
の
経

費
が
か
か
る
こ
と
な
ど
を
説

明
し
、
廃
止
も
や
む
な
し
と
の

返
事
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
も

引
き
続
き
、
必
要
に
応
じ
て
話

し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
き

た
い
。

問
／
高
田
城
址
公
園
観
桜
会

や
上
越
ま
つ
り
、
謙
信
公
祭

な
ど
の
移
動
露
店
の
出
店
手

数
料
を
日
額
３
０
０
円
以
内

と
し
た
根
拠
は
何
か
。

答
／
手
数
料
の
内
訳
は
、
電

気
・
水
道
工
事
費
や
人
件
費

の
ほ
か
、
電
気
・
水
道
費
等

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
あ

る
。
平
成
25
年
度
に
は
、
市

と
出
店
者
の
負
担
が
50
％
ず

つ
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
度
は

市
の
負
担
が
70
％
と
な
っ
て

お
り
、
今
回
、
50
％
ず
つ
に

な
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ

る
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
照
明
設
備

供
用
廃
止
の
反
応
は
？

■所管事務調査（上越市学校施設
　長寿命化計画の策定について）

■
上
越
市
使
用
料
の
徴
収
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

問
／
第
三
セ
ク
タ
ー
を
廃
止
す

る
場
合
は
、
事
前
に
説
明
が
あ

る
の
か
。

答
／
民
営
化
す
る
場
合
は
相

手
方
も
あ
る
の
で
慎
重
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
が
、
時
期
を
捉
え
て
説
明
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の

今
後
の
方
向
性
は
？

観
桜
会
な
ど
の
移
動
露
店

出
店
手
数
料
の
根
拠
は
？

■
所
管
事
務
調
査（
産
業
観
光

交
流
部
が
所
管
す
る
第
三
セ

ク
タ
ー
等
の
経
営
健
全
化
の

推
進
に
つ
い
て
）

■
上
越
市
露
店
市
場
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

学校施設における
改修や統廃合の方向性は

学校施設の総合的かつ計画的な管理
により、教育環境の維持・向上やコス
トの縮減・平準化を図り、適切な維持
管理を行いながら、長寿命化を推進
します。

商
工
業
、観
光
業
な
ど
に
関
す
る
経
済
施
策
や
、

小
中
学
校
に
関
す
る
議
案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

上越市学校施設長寿命化計画

問
／
本
計
画
が
国
の
採
択
を

受
け
た
後
、施
設
の
改
修
や
統

廃
合
が
議
論
さ
れ
る
と
思
う

が
、今
後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

答
／
実
施
計
画
は
、今
後
10

年
間
の
各
施
設
の
必
要
な
改

修
工
事
を
把
握
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
き
、各
学
校
の
建

築
時
期
を
見
な
が
ら
必
要
な

改
修
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

そ
こ
に
統
廃
合
や
児
童
減
少
、

国
庫
補
助
の
状
況
な
ど
を
勘

案
し
、当
初
予
算
の
中
で
示
し

て
い
く
流
れ
と
な
る
。

文教
経済注目！

全会一致で可決し、議会の意思として国会・関係行政庁に提出しました。
詳細は、右のＱＲコードから該当ページをご覧ください。

■拉致事件の早期解決を求める
　意見書

　激甚化・頻発化する自然災害に
対応するための防災・減災対策や、
インフラ施設の老朽化対策を重点
的かつ継続的に実施できるよう､
｢防災・減災、国土強靱化のための
３か年緊急対策」の終了後も引き
続き必要な予算を確保するととも
に、地方財政措置の拡充などによ
る更なる負担軽減を図るなど、防
災・減災、国土強靱化対策の充
実・強化を推進するよう強く要望
する。

■「防災・減災、国土強靱化対策」
　の継続的な推進を求める意見書

大潟町中学校屋外テニスコートの照明
設備は、令和３年４月１日に供用廃止

討論･採決定例会最終日の12月14日に議案に対して賛成か反対かの意見を表明
する討論が、11月30日と12月14日に議案の採決が行われました。

市
長
提
出
議
案
に
対
す
る
討
論

-
 

反
対
の
立
場
で -

〈 

日
本
共
産
党
議
員
団 

〉

　
介
護
保
険
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に

つ
い
て
、そ
の
前
提
で
あ
る
介
護
保
険
制
度
の

改
正
で
は
、
地
域
支
援
事
業
と
し
て
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
行
う
被
保

険
者
の
対
象
を
拡
大
し
、要
支
援
の
人
だ
け
で

な
く
要
介
護
の
人
も
総
合
事
業
の
対
象
と
し

て
い
る
。サ
ー
ビ
ス
を
総
合
事
業
に
留
め
る
こ

と
を
可
能
に
し
、要
介
護
者
の
保
険
給
付
外
し

に
も
な
り
か
ね
な
い
重
大
な
改
正
を
前
提
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、介
護
保
険
事
務
処
理
シ

ス
テ
ム
改
修
に
係
る
議
案
２
件
に
反
対
す
る
。

請
願
を
不
採
択

意
見
書
を
可
決
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次
は
、
審
議
結
果
・
賛
否
一
覧
、
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

常任委員会の審査 常任委員会の審査委員長からの審査結果報告をもとに、「議員の質疑→行政側の答弁」の順に掲載しています。

　
請
願
は
、
市
民
等
が
議
会

に
対
し
、
意
見
や
要
望
を
直

接
伝
え
る
も
の
で
す
。
今
定

例
会
で
は
、
１
件
の
請
願
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
を

前
に
、
み
ら
い
が
反
対
討
論

を
、
市
民
ク
ラ
ブ
が
賛
成
討

論
を
行
い
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

該
当
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
公
の
施
設
の
再
配
置
に
つ

い
て
、
市
民
の
納
得
を
得

る
説
明
努
力
を
尽
く
す
こ

と
を
求
め
る
請
願

　長い海岸線を有する当市にとっ
て、北朝鮮による拉致事件の発生
は、住民の安全・安心な生活を送
る権利を侵す重大な脅威である。
拉致被害者自身やその家族が高齢
化している状況を鑑み、事件解決
には一刻の猶予もないことから、
北朝鮮による拉致被害者及び特定
失踪者全員の早期帰国及び真相の
究明に向け、国際情勢を踏まえ、
時機を逸することなく、全力で取
り組むことを強く要望する。

意
見
書
は
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
庁
に
対
し
、

議
会
の
意
思
を
表
明
す
る
も
の
で
す
。

問
／
大
潟
町
中
学
校
屋
外
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明
設
備
の

供
用
廃
止
に
つ
い
て
、
利
用
者

か
ら
は
ど
の
よ
う
な
反
応
が

あ
っ
た
の
か
。

答
／
定
期
的
に
利
用
し
て
い

た
２
つ
の
団
体
に
は
令
和
元

年
度
の
夏
か
ら
伝
え
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
テ
ニ
ス
を
す
る
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
大
潟
町

中
学
校
の
体
育
館
に
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
整
備
し
た

こ
と
や
、
照
明
設
備
の
維
持
管

理
に
年
間
１
０
０
万
円
の
経

費
が
か
か
る
こ
と
な
ど
を
説

明
し
、
廃
止
も
や
む
な
し
と
の

返
事
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
も

引
き
続
き
、
必
要
に
応
じ
て
話

し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
き

た
い
。

問
／
高
田
城
址
公
園
観
桜
会

や
上
越
ま
つ
り
、
謙
信
公
祭

な
ど
の
移
動
露
店
の
出
店
手

数
料
を
日
額
３
０
０
円
以
内

と
し
た
根
拠
は
何
か
。

答
／
手
数
料
の
内
訳
は
、
電

気
・
水
道
工
事
費
や
人
件
費

の
ほ
か
、
電
気
・
水
道
費
等

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
あ

る
。
平
成
25
年
度
に
は
、
市

と
出
店
者
の
負
担
が
50
％
ず

つ
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
度
は

市
の
負
担
が
70
％
と
な
っ
て

お
り
、
今
回
、
50
％
ず
つ
に

な
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ

る
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
照
明
設
備

供
用
廃
止
の
反
応
は
？

■所管事務調査（上越市学校施設
　長寿命化計画の策定について）

■
上
越
市
使
用
料
の
徴
収
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

問
／
第
三
セ
ク
タ
ー
を
廃
止
す

る
場
合
は
、
事
前
に
説
明
が
あ

る
の
か
。

答
／
民
営
化
す
る
場
合
は
相

手
方
も
あ
る
の
で
慎
重
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
が
、
時
期
を
捉
え
て
説
明
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の

今
後
の
方
向
性
は
？

観
桜
会
な
ど
の
移
動
露
店

出
店
手
数
料
の
根
拠
は
？

■
所
管
事
務
調
査（
産
業
観
光

交
流
部
が
所
管
す
る
第
三
セ

ク
タ
ー
等
の
経
営
健
全
化
の

推
進
に
つ
い
て
）

■
上
越
市
露
店
市
場
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

学校施設における
改修や統廃合の方向性は

学校施設の総合的かつ計画的な管理
により、教育環境の維持・向上やコス
トの縮減・平準化を図り、適切な維持
管理を行いながら、長寿命化を推進
します。

商
工
業
、観
光
業
な
ど
に
関
す
る
経
済
施
策
や
、

小
中
学
校
に
関
す
る
議
案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

上越市学校施設長寿命化計画

問
／
本
計
画
が
国
の
採
択
を

受
け
た
後
、施
設
の
改
修
や
統

廃
合
が
議
論
さ
れ
る
と
思
う

が
、今
後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

答
／
実
施
計
画
は
、今
後
10

年
間
の
各
施
設
の
必
要
な
改

修
工
事
を
把
握
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
き
、各
学
校
の
建

築
時
期
を
見
な
が
ら
必
要
な

改
修
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

そ
こ
に
統
廃
合
や
児
童
減
少
、

国
庫
補
助
の
状
況
な
ど
を
勘

案
し
、当
初
予
算
の
中
で
示
し

て
い
く
流
れ
と
な
る
。

文教
経済注目！

全会一致で可決し、議会の意思として国会・関係行政庁に提出しました。
詳細は、右のＱＲコードから該当ページをご覧ください。

■拉致事件の早期解決を求める
　意見書

　激甚化・頻発化する自然災害に
対応するための防災・減災対策や、
インフラ施設の老朽化対策を重点
的かつ継続的に実施できるよう､
｢防災・減災、国土強靱化のための
３か年緊急対策」の終了後も引き
続き必要な予算を確保するととも
に、地方財政措置の拡充などによ
る更なる負担軽減を図るなど、防
災・減災、国土強靱化対策の充
実・強化を推進するよう強く要望
する。

■「防災・減災、国土強靱化対策」
　の継続的な推進を求める意見書

大潟町中学校屋外テニスコートの照明
設備は、令和３年４月１日に供用廃止

討論･採決定例会最終日の12月14日に議案に対して賛成か反対かの意見を表明
する討論が、11月30日と12月14日に議案の採決が行われました。

市
長
提
出
議
案
に
対
す
る
討
論

-
 

反
対
の
立
場
で -

〈 
日
本
共
産
党
議
員
団 

〉

　
介
護
保
険
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に

つ
い
て
、そ
の
前
提
で
あ
る
介
護
保
険
制
度
の

改
正
で
は
、
地
域
支
援
事
業
と
し
て
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
行
う
被
保

険
者
の
対
象
を
拡
大
し
、要
支
援
の
人
だ
け
で

な
く
要
介
護
の
人
も
総
合
事
業
の
対
象
と
し

て
い
る
。サ
ー
ビ
ス
を
総
合
事
業
に
留
め
る
こ

と
を
可
能
に
し
、要
介
護
者
の
保
険
給
付
外
し

に
も
な
り
か
ね
な
い
重
大
な
改
正
を
前
提
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、介
護
保
険
事
務
処
理
シ

ス
テ
ム
改
修
に
係
る
議
案
２
件
に
反
対
す
る
。

請
願
を
不
採
択

意
見
書
を
可
決
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問
／
合
計
特
殊
出
生
率
の
向
上
や
東
京
一
極
集
中
の
回

避
等
に
関
す
る
取
組
の
成
果
を
聞
き
た
い
。

答
／
子
育
て
環
境
の
向
上
に
注
力
し
た
結
果
、
18
歳
以

上
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
子
育
て
が
し
や
す
い
と
感
じ

る
市
民
の
割
合
が
向
上
し
た
一
方
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
の
難

し
さ
を
感
じ
て
い
る
。

問
／
令
和
５
年
度
以
降

の
財
政
計
画
は
ど
う
か
。

答
／
財
政
は
厳
し
い
。

今
は
令
和
３
年
度
予
算

を
し
っ
か
り
組
み
た
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
担
当
部
署
と
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
環
境
整
備
を

問
／
デ
ジ
タ
ル
担
当
部
署
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
／
外
部
の
有
識
者
等
に
よ
る
検
討

会
を
設
置
し
、
「
デ
ジ
タ
ル
化
に
関

す
る
統
一
的
な
方
針
」
を
策
定
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
専
門
人
材
の

確
保
や
育
成
を
図
る
。

問
／
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
環
境
整
備
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企

業
の
誘
致
に
も
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
／
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
は
、
首
都
圏
の
Ｉ
Ｔ
企
業
等
の
誘

致
に
お
い
て
強
力
な
ツ
ー
ル
と
認
識
し
て
お
り
、
国
や

県
、
企
業
、
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

人
口
減
少
問
題
と
財
政
運

営
の
見
通
し
は

江
口
　修
一
（
創
風
）

問
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
指
定
管
理
施
設
の
財
務
状
況
が
ひ
っ
迫
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
上
越
市
と
指
定
管
理
者
と
の
協
定

に
基
づ
く
減
収
補
て
ん
の
状
況
は
ど
う
か
。
今
後
も
継

続
し
て
補
て
ん
し
て
い
く
の
か
。

答
／
指
定
管
理
者
の
減
収
補
て
ん
に
つ
い
て
は
、
公
の

施
設
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
当
面
１
年
間
補
て
ん
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
令
和
２
年
９
月
ま
で
の
上
半

期
ま
で
の
補
て
ん
総
額
は
、
52
施
設
、
９
，
８
９
０
万

８
，
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
２
年
10

月
か
ら
12
月
ま
で
の
第
３
四
半
期
で
は
、
40
施
設
に
対

し
、
５
，
１
９
１
万
７
，
０
０
０
円
の
補
て
ん
を
見
込

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
３
月

ま
で
の
第
４
四
半
期
で
は
、
令
和
２
年
度
全
体
の
収
支

見
込
み
に
基
づ
く
補
て
ん
を
行
っ
た
後
に
、
５
月
末
ま

で
の
出
納
整
理
期
間
に
お
い
て
精
算
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
指
定
管
理
者
に
対
し
て
、
経
営
の
安
定
化
に

向
け
た
減
収
補
て
ん
や
各
種
助
成
金
の
活
用
、
経
費
削

減
の
取
組
を
要
請
し
て
い
く
。
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
終

息
に
目
途
が
立
た
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
令
和
３
年

度
以
降
の
減
収
補
て
ん
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
を
は
じ
め
、
各
指
定
管
理
施
設

の
運
営
状
況
を
考
慮
し
、
指
定
管
理
者
と
の
協
議
を
踏

ま
え
、
市
と
し
て
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
の
施
設
の
減
収
補
て
ん

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は

橋
本
　洋
一
（
輝
）

ここが聞きたい !

一般質問

ＱＲコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、議会ホームページにあるその議員の
一般質問の動画が視聴できます。（※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります）

議員が市の行政全般にわたって、市長・教育長等の方針、見解、事実の
説明、報告を求めるものです。今定例会では24人が質問しました。
※本文は質問者が執筆したものを編集しました。

　（単位：百万円 )

※ ○は賛成、●は反対。なお、議長（飯塚義隆）は採決には加わらない。

賛否が分かれるなどした表の網掛けの議案の賛否等を公表します。

議
案
等
番
号

議

決

結

果

合計 輝 創　風みらい 日本共産党
議員団

市民
クラブ

公明党

119
124
請願6

可決
可決
否決

賛  

成

反  

対

28
28
6

3
3
25

○
○
●

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

●
●
○

○
○
○

○
○
●

●
●
○

●
●
○

○
○
○

髙
橋
　
浩
輔

高
山
ゆ
う
子

中
土
井
か
お
る

宮
川
　
大
樹

本
山
　
正
人

石
田
　
裕
一

波
多
野
一
夫

鈴
木
め
ぐ
み

橋
本
　
洋
一

田
中
　
　
聡

小
林
　
和
孝

滝
沢
　
一
成

栗
田
　
英
明

小
山
よ
う
こ

宮
﨑
　
朋
子

池
田
　
尚
江

大
島
　
洋
一

江
口
　
修
一

武
藤
　
正
信

平
良
木
哲
也

上
野
　
公
悦

橋
爪
　
法
一

牧
田
　
正
樹

こ
ん
ど
う
彰
治

山
田
　
忠
晴

杉
田
　
勝
典

議員の賛否一覧

◎は全会一致、○は賛成多数、×は不採択審  議  結  果  一  覧 
議案等
番号

件　　　名 審議
結果

予 算

議案等
番号

件　　　名 審議
結果

予 算

安
田
　
佳
世

宮
越
　
　
馨

丸
山
　
　
章

渡
邉
　
　
隆

会派に
属さない議員

○
○
●

○
○
●

-
-
-

○
○
●

○
○
○

○
○
●

飯
塚
　
義
隆

予算

条例

条例

その他

予算

請願

諮問

発議

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

◎

○

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

×

◎

◎

◎

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

6

11～15

9

10

令和 2年度上越市一般会計補正予算（第 6号）

　　　　〃　　　一般会計補正予算（第 7号）

　　　　〃 国民健康保険特別会計補正予算  
  （第 3号）

　　　　〃  国民健康保険特別会計補正予算
  （第 4号）

 〃 診療所特別会計補正予算 
  （第 3号）

 〃 介護保険特別会計補正予算
  （第 3号）

 〃 介護保険特別会計補正予算
  （第 4号）

 〃 後期高齢者医療特別会計補正予算
   （第 2号）

 〃 病院事業会計補正予算（第 3号）

 〃  下水道事業会計補正予算 
  （第 2号）

 〃 下水道事業会計補正予算
   （第 3号）

 〃  ガス事業会計補正予算（第 1号）

 〃  水道事業会計補正予算（第 1号）

 〃  工業用水道事業会計補正予算
  （第 1号）

上越市旧今井染物屋条例の制定について

旧師団長官舎条例の全部改正について

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部改正について

特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件及び職務に
専念する義務の特例に関する条例の一部改正について

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について

上越市斎場条例の一部改正について

上越市児童遊園条例の一部改正について

上越市安塚地域産業振興施設条例の一部改正について

上越市農村地区多目的集会所条例の一部改正について

上越市営住宅条例の一部改正について

上越市公共下水道事業受益者負担金及び分担金徴収
条例の一部改正について

上越市下水道条例の一部改正について

上越市下水道事業の設置等に関する条例の一部改正
について

上越市ガス水道事業管理者の給与及び旅費に関する
条例の一部改正について

上越市使用料の徴収に関する条例の一部改正について

上越市体育施設条例の一部改正について

上越市露店市場管理条例の一部改正について

上越市田舎屋条例の廃止について

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

工事施行協定の締結について

令和 2年度上越市一般会計補正予算（第 8号）

公の施設の再配置について、市民の納得を得る説明
努力を尽くすことを求める請願

人権擁護委員候補者の推薦について

拉致事件の早期解決を求める意見書の提出について

「防災・減災、国土強靭化対策」の継続的な推進を
求める意見書の提出について

貯金は少なくなるが令和 5年度以降の
予算は組めるのか。

第 2次財政計画改定版 年度別収支計画

※

783

2,27995,000

90,000

85,000

0

1,900

□歳入額合計
□歳出額合計
□財政調整基金を取崩さない
　　場合の財源不足額

R2 R3 R4

※
 

通
信
事
業
者
以
外
の
様
々
な
主
体
が
自
ら
５
Ｇ
シ
ス
テ
ム
構
築
を
可
能
と

　
す
る
も
の
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問
／
合
計
特
殊
出
生
率
の
向
上
や
東
京
一
極
集
中
の
回

避
等
に
関
す
る
取
組
の
成
果
を
聞
き
た
い
。

答
／
子
育
て
環
境
の
向
上
に
注
力
し
た
結
果
、
18
歳
以

上
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
子
育
て
が
し
や
す
い
と
感
じ

る
市
民
の
割
合
が
向
上
し
た
一
方
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
の
難

し
さ
を
感
じ
て
い
る
。

問
／
令
和
５
年
度
以
降

の
財
政
計
画
は
ど
う
か
。

答
／
財
政
は
厳
し
い
。

今
は
令
和
３
年
度
予
算

を
し
っ
か
り
組
み
た
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
担
当
部
署
と
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
環
境
整
備
を

問
／
デ
ジ
タ
ル
担
当
部
署
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
／
外
部
の
有
識
者
等
に
よ
る
検
討

会
を
設
置
し
、
「
デ
ジ
タ
ル
化
に
関

す
る
統
一
的
な
方
針
」
を
策
定
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
専
門
人
材
の

確
保
や
育
成
を
図
る
。

問
／
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
環
境
整
備
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企

業
の
誘
致
に
も
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
／
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
は
、
首
都
圏
の
Ｉ
Ｔ
企
業
等
の
誘

致
に
お
い
て
強
力
な
ツ
ー
ル
と
認
識
し
て
お
り
、
国
や

県
、
企
業
、
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

人
口
減
少
問
題
と
財
政
運

営
の
見
通
し
は

江
口
　修
一
（
創
風
）

問
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
指
定
管
理
施
設
の
財
務
状
況
が
ひ
っ
迫
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
上
越
市
と
指
定
管
理
者
と
の
協
定

に
基
づ
く
減
収
補
て
ん
の
状
況
は
ど
う
か
。
今
後
も
継

続
し
て
補
て
ん
し
て
い
く
の
か
。

答
／
指
定
管
理
者
の
減
収
補
て
ん
に
つ
い
て
は
、
公
の

施
設
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
当
面
１
年
間
補
て
ん
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
令
和
２
年
９
月
ま
で
の
上
半

期
ま
で
の
補
て
ん
総
額
は
、
52
施
設
、
９
，
８
９
０
万

８
，
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
２
年
10

月
か
ら
12
月
ま
で
の
第
３
四
半
期
で
は
、
40
施
設
に
対

し
、
５
，
１
９
１
万
７
，
０
０
０
円
の
補
て
ん
を
見
込

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
３
月

ま
で
の
第
４
四
半
期
で
は
、
令
和
２
年
度
全
体
の
収
支

見
込
み
に
基
づ
く
補
て
ん
を
行
っ
た
後
に
、
５
月
末
ま

で
の
出
納
整
理
期
間
に
お
い
て
精
算
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
指
定
管
理
者
に
対
し
て
、
経
営
の
安
定
化
に

向
け
た
減
収
補
て
ん
や
各
種
助
成
金
の
活
用
、
経
費
削

減
の
取
組
を
要
請
し
て
い
く
。
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
終

息
に
目
途
が
立
た
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
令
和
３
年

度
以
降
の
減
収
補
て
ん
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
を
は
じ
め
、
各
指
定
管
理
施
設

の
運
営
状
況
を
考
慮
し
、
指
定
管
理
者
と
の
協
議
を
踏

ま
え
、
市
と
し
て
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
の
施
設
の
減
収
補
て
ん

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は

橋
本
　洋
一
（
輝
）

ここが聞きたい !

一般質問

ＱＲコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、議会ホームページにあるその議員の
一般質問の動画が視聴できます。（※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります）

議員が市の行政全般にわたって、市長・教育長等の方針、見解、事実の
説明、報告を求めるものです。今定例会では24人が質問しました。
※本文は質問者が執筆したものを編集しました。

　（単位：百万円 )

※ ○は賛成、●は反対。なお、議長（飯塚義隆）は採決には加わらない。

賛否が分かれるなどした表の網掛けの議案の賛否等を公表します。

議
案
等
番
号

議

決

結

果

合計 輝 創　風みらい 日本共産党
議員団

市民
クラブ

公明党

119
124
請願6

可決
可決
否決

賛  

成

反  

対

28
28
6

3
3
25

○
○
●

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

○
○
●

●
●
○

○
○
○

○
○
●

●
●
○

●
●
○

○
○
○

髙
橋
　
浩
輔

高
山
ゆ
う
子

中
土
井
か
お
る

宮
川
　
大
樹

本
山
　
正
人

石
田
　
裕
一

波
多
野
一
夫

鈴
木
め
ぐ
み

橋
本
　
洋
一

田
中
　
　
聡

小
林
　
和
孝

滝
沢
　
一
成

栗
田
　
英
明

小
山
よ
う
こ

宮
﨑
　
朋
子

池
田
　
尚
江

大
島
　
洋
一

江
口
　
修
一

武
藤
　
正
信

平
良
木
哲
也

上
野
　
公
悦

橋
爪
　
法
一

牧
田
　
正
樹

こ
ん
ど
う
彰
治

山
田
　
忠
晴

杉
田
　
勝
典

議員の賛否一覧

◎は全会一致、○は賛成多数、×は不採択審  議  結  果  一  覧 
議案等
番号

件　　　名 審議
結果

予 算

議案等
番号

件　　　名 審議
結果

予 算

安
田
　
佳
世

宮
越
　
　
馨

丸
山
　
　
章

渡
邉
　
　
隆

会派に
属さない議員

○
○
●

○
○
●

-
-
-

○
○
●

○
○
○

○
○
●

飯
塚
　
義
隆

予算

条例

条例

その他

予算

請願

諮問

発議

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

◎

○

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

×

◎

◎

◎

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

6

11～15

9

10

令和 2年度上越市一般会計補正予算（第 6号）

　　　　〃　　　一般会計補正予算（第 7号）

　　　　〃 国民健康保険特別会計補正予算  
  （第 3号）

　　　　〃  国民健康保険特別会計補正予算
  （第 4号）

 〃 診療所特別会計補正予算 
  （第 3号）

 〃 介護保険特別会計補正予算
  （第 3号）

 〃 介護保険特別会計補正予算
  （第 4号）

 〃 後期高齢者医療特別会計補正予算
   （第 2号）

 〃 病院事業会計補正予算（第 3号）

 〃  下水道事業会計補正予算 
  （第 2号）

 〃 下水道事業会計補正予算
   （第 3号）

 〃  ガス事業会計補正予算（第 1号）

 〃  水道事業会計補正予算（第 1号）

 〃  工業用水道事業会計補正予算
  （第 1号）

上越市旧今井染物屋条例の制定について

旧師団長官舎条例の全部改正について

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部改正について

特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件及び職務に
専念する義務の特例に関する条例の一部改正について

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について

上越市斎場条例の一部改正について

上越市児童遊園条例の一部改正について

上越市安塚地域産業振興施設条例の一部改正について

上越市農村地区多目的集会所条例の一部改正について

上越市営住宅条例の一部改正について

上越市公共下水道事業受益者負担金及び分担金徴収
条例の一部改正について

上越市下水道条例の一部改正について

上越市下水道事業の設置等に関する条例の一部改正
について

上越市ガス水道事業管理者の給与及び旅費に関する
条例の一部改正について

上越市使用料の徴収に関する条例の一部改正について

上越市体育施設条例の一部改正について

上越市露店市場管理条例の一部改正について

上越市田舎屋条例の廃止について

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

工事施行協定の締結について

令和 2年度上越市一般会計補正予算（第 8号）

公の施設の再配置について、市民の納得を得る説明
努力を尽くすことを求める請願

人権擁護委員候補者の推薦について

拉致事件の早期解決を求める意見書の提出について

「防災・減災、国土強靭化対策」の継続的な推進を
求める意見書の提出について

貯金は少なくなるが令和 5年度以降の
予算は組めるのか。

第 2次財政計画改定版 年度別収支計画

※

783

2,27995,000

90,000

85,000

0

1,900

□歳入額合計
□歳出額合計
□財政調整基金を取崩さない
　　場合の財源不足額

R2 R3 R4

※
 

通
信
事
業
者
以
外
の
様
々
な
主
体
が
自
ら
５
Ｇ
シ
ス
テ
ム
構
築
を
可
能
と

　
す
る
も
の
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問
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
来

年
度
の
税
収
の
減
少
見
込
み
は
ど
う
か
。
減
収
分
の
自

主
財
源
の
確
保
及
び
財
政
健
全
化
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

答
／
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
は
大
幅
な
減
少
を
見

込
む
。
今
後
積
算
の
精
度
を
高
め
、
令
和
３
年
度
の
歳

入
予
算
に
計
上
す
る
。
市
内
経
済
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
行
政
改
革
推
進
計
画
に
基
づ
く
取
組
を
推
進
す
る
。

問
／
温
浴
施
設
等
の
公
共
施
設
を
運
営

す
る
指
定
管
理
者
へ
の
減
収
補
て
ん
は
、

令
和
３
年
度
以
降
も
継
続
す
る
の
か
。

答
／
感
染
症
の
動
向
と
指
定
管
理
施
設

の
運
営
状
況
を
考
慮
し
、
指
定
管
理
者

と
協
議
の
上
、
方
向
性
を
検
討
す
る
。

問
／
新
年
度
予
算
で
は
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
一
層
崩
れ

る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
行
財
政
改
革
及
び
収
支
均
衡
を

図
る
た
め
の
取
組
は
ど
う
か
。

答
／
第
４
次
公
の
施
設
の
適
正
配
置
計
画
の
策
定
を
関

係
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
る
と
と
も
に
、
押
印
廃

止
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
向
け
た
環
境
整
備
に
着
手
し
た
。

問
／
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を
決
定
し
た
事
業
や
イ
ベ
ン
ト

等
に
つ
い
て
、
事
業
費
の
減
額
補
正
を
し
な
い
理
由
と

財
源
の
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
／
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
に
よ
り
執
行
残
額
が
見
込
ま

れ
る
が
、
事
業
者
応
援
給
付
金
な
ど
が
当
初
見
込
み
を

上
回
り
、
中
止
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
補
助
金
を
流
用
し

対
応
し
た
た
め
、
財
源
に
余
裕
が
あ
る
状
況
で
は
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
財
政
健
全
化
・

財
源
確
保
の
見
通
し
は

石
田
　
裕
一
（
み
ら
い
）

問
／
当
時
、
東
洋
一
と
言
わ
れ
た
金
谷
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ

跡
地
に
、
記
憶
に
残
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
残
せ
な
い
か
。

答
／
日
本
ス
キ
ー
発
祥
記
念
館
に
様
々
な

資
料
が
あ
り
、
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
都
市
計
画
道
路
及
び
市
道
な
ど
の
整
備
は

問
／
都
市
計
画
道
路
「
飯
寺
町
線
」
の
未
整
備
区
間

の
整
備
の
見
通
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
／
早
期
の
事
業
化
は
極
め
て
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
／
市
道
「
表
寺
線
」
通
学
路
の
除
雪
対
応
は
ど
う
か
。

答
／
車
道
の
拡
幅
除
雪
な
ど
で
対
応
し
、
必
要
に
応
じ

排
雪
作
業
で
、
安
全
な
歩
行
者
空
間
を
確
保
に
努
め
る
。

問
／
市
道
「
西
小
学
校
東
通
線
」
西
側
の
側
溝
整
備
は
。

答
／
東
側
の
外
側
線
を
車
道
側
に
約
30
㎝
移
設
し
、
約

１
・
５
ｍ
の
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
。
来
年
度
の
「
上

越
市
通
学
路
安
全
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
取
組
の
中
で

通
学
路
合
同
点
検
や
検
討
会
議
を
実
施
し
進
め
た
い
。

　
儀
明
川
　
改
修
を
含
め
た
安
全
対
策
は

問
／
台
風
時
等
で
越
水
が
幾
度
と
な
く
見
受
け
ら
れ
る
。

か
さ嵩

上
げ
工
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
い
ま
だ
改
修

さ
れ
て
い
な
い
。
県
と
の
協
議
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
／
県
は
、
線
形
の
修
正
を
し
な
が
ら
護
岸
の
造
り
直

し
を
視
野
に
入
れ
た
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
。
抜
本

的
な
治
水
安
全
度
の
向
上
に
は
、
ダ
ム
建
設
が
不
可
欠

で
あ
り
、
国
・
県
に
早
期
の
本
体
工
事
を
要
望
し
た
い
。

金
谷
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
跡
地

に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
　
　

こ
ん
ど
う
　
彰
治
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

問
／
上
越
市
観
光
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

答
／
コ
ロ
ナ
禍
で
予
定
ど
お
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
趣
旨
と
実
践
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
／
小
木
直
江
津
航
路
へ
の
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
導
入

の
方
向
性
を
踏
ま
え
た
観
光
施
策
の
転
換
は
あ
る
の
か
。

答
／
小
木
直
江
津
航
路
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

春
の
大
型
連
休
や
夏
休
み
期
間
に
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄

道
の
リ
ゾ
ー
ト
列
車
「
雪
月
花
」
、
高
田
城
址
公
園
の

ハ
ス
と
結
び
つ
け
る
な
ど
、
関
係
機
関
や
周
辺
市
と
連

携
し
た
旅
行
コ
ー
ス
な
ど
業
者
へ
の
営
業
を
展
開
す
る
。

問
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
閲
覧
数
や
検

索
解
析
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

答
／
「
上
越
観
光
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
」
で
一
番
多
く
見
ら
れ
た

ペ
ー
ジ
は
春
日
山
城
跡
で
、
伸
び
率
が
高
か
っ
た
ペ
ー

ジ
は
キ
ャ
ン
プ
場
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
多
く
が
市
内
居
住
者
の
傾
向
が
あ
る
。

　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の
活
性
化
策
を

問
／
英
検
な
ど
の
受
験
料
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答
／
日
常
の
英
語
授
業
の
充
実
が
肝
要

で
あ
り
、
制
度
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

問
／
中
学
生
と
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答
／
学
校
教
育
の
現
場
で
は
実
施
が
極
め
て
難
し
い
。

上
越
市
の
観
光
マ
イ
ン
ド

を
上
げ
て
い
こ
う
！
　
　

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子
（
み
ら
い
）

問
／
Ｊ
Ａ
全
農
が
提
示
す
る
新
潟
県
の
米
の
概
算
金
が

９
０
０
円
減
額
と
な
っ
た
。
中
小
規
模
農
家
に
と
っ
て

の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

答
／
経
営
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
影
響
を
受
け
、
営
農

意
欲
の
減
退
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

「
需
要
に
応
じ
た
多
様
な
米
生
産
」
と
「
園
芸
導
入
に

よ
る
複
合
経
営
へ
の
転
換
」
に
よ
る
生
産
者
の
所
得
確

保
を
図
り
つ
つ
、
い
わ
ゆ
る
ナ
ラ
シ
対
策
や
収
入
保
険

な
ど
米
価
の
下
落
リ
ス
ク
に
備
え
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
に
関
す
る
情
報
提
供
や
加
入
促
進
も
積
極
的
に
行
う
。

問
／
当
市
に
お
け
る
園
芸
作
物
導
入
の
現
状
は
ど
う
か
。

答
／
５
年
前
と
の
比
較
で
、
作
付
面
積
は
１
・
５
倍
の

１
０
５
ha
、
園
芸
を
導
入
し
た
法
人
数
は
１
・
２
倍
の

72
法
人
と
な
り
、
取
組
が
着
実
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
柿
崎
病
院
の
経
営
問
題
に
進
展
は

問
／
県
が
県
立
柿
崎
病
院
の
市
で
の
経
営
を
求
め
た
が
、

市
は
既
に
市
立
病
院
も
あ
る
中
で
経
営
は
で
き
な
い
と

断
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
後
の
進
展
は
ど
う
か
。

答
／
県
の
提
案
に
対
し
、
上
越
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病

院
ほ
か
９
つ
の
診
療
所
の
運
営
や
厚
生
連
病
院
に
対
す

る
財
政
負
担
な
ど
の
実
情
を
挙
げ
、
柿
崎
病
院
に
つ
い

て
「
市
が
経
営
主
体
に
な
る
こ
と
は
財
政
負
担
や
医
師

確
保
の
面
か
ら
も
困
難
で
あ
る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

令
和
２
年
10
月
23
日
に
担
当
部
長
が
県
病
院
局
に
赴
き
、

引
き
続
き
県
の
運
営
体
制
維
持
存
続
を
要
望
し
た
。

米
価
下
落
で
中
小
規
模
農

家
へ
の
影
響
は

武
藤
　
正
信
（
創
風
）

問
／
デ
ジ
タ
ル
化
や
押
印
廃
止
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
／
今
後
、
「
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
統
一
的
な
方

針
」
の
策
定
過
程
で
必
要
な
組
織
体
制
の
強
化
を
図
る
。

ま
た
、
押
印
に
代
わ
る
手
法
の
確
保
も
課
題
で
あ
る
。

来
年
度
か
ら
廃
止
に
必
要
な
例
規
改
正
を
順
次
行
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
企
業
の
事
業
承
継
の
実
態
は

問
／
市
内
企
業
の
現
状
や
事
業
承
継
の
実
態
と
課
題
は
。

答
／
製
造
業
の
一
部
で
回
復
が
見
ら
れ
る
が
、
全
体
的

に
売
上
げ
が
戻
ら
ず
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
経
済
悪
化

に
即
応
で
き
る
態
勢
を
取
り
た
い
。
懸
念
の
廃
業
増
加

に
対
し
、
効
果
的
な
承
継
支
援
制
度
を
研
究
し
た
い
。

　
歳
入
の
減
少
に
よ
る
新
年
度
予
算
規
模
は

問
／
歳
入
減
が
見
込
ま
れ
る
中
、
新
年
度
予
算
規
模
は
。

答
／
新
年
度
予
算
で
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
出
と
「
新

た
な
日
常
」
へ
の
移
行
に
対
応
し
た
政
策
を
推
進
す
る
。

現
段
階
で
の
収
支
不
足
は
19
億
を
上
回
る
可
能
性
が
高

い
が
、
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
を
極
力
抑
制
し
た
い
。

　
法
人
格
を
持
っ
た
「
協
同
労
働
」
の
認
識
は

問
／
「
協
同
労
働
」
に
つ
い
て
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
／
介
護
や
子
育
て
等
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
働
き
方

の
実
現
や
就
労
機
会
を
創
出
し
、
持
続
可
能
な
活
力
あ

る
地
域
社
会
の
実
現
が
期
待
で
き
る
。
今
後
、
国
か
ら

示
さ
れ
る
詳
細
を
確
認
し
、
周
知
を
図
り
た
い
。

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の

担
当
部
署
や
押
印
廃
止
は

杉
田
　
勝
典
（
公
明
党
）

問
／
水
族
博
物
館
に
お
け
る
鯨
類
（
イ
ル
カ
）
４
頭
死

亡
の
検
証
結
果
を
11
月
に
ま
と
め
る
と
し
た
が
ど
う
か
。

答
／
専
門
家
に
よ
る
鯨
類
飼
育
環
境
検
証
委
員
会
で
調

査
し
て
い
る
が
、
以
前
の
施
設
に
お
け
る
飼
育
状
況
の

情
報
も
必
要
と
な
り
、
調
査
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

令
和
３
年
２
月
中
に
結
果
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
／
検
証
に
時
間
を
要
す
中
、
イ
ル
カ
の
死
亡
前
と
環

境
に
変
化
は
な
い
が
、
現
有
の
個
体
に
影
響
は
な
い
か
。

答
／
２
頭
の
イ
ル
カ
に
健
康
上
の
問
題
は
生
じ
て
な
い
。

獣
医
師
や
ト
レ
ー
ナ
ー
が
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

問
／
当
館
は
、
マ
ゼ
ラ
ン
ペ
ン
ギ
ン
の
飼
育
頭
数
が
日

本
一
で
あ
る
。
展
示
方
法
に
個
性
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
／
当
館
を
代
表
す
る
展
示
で
あ
る
。
磨
き
を
か
け
る
。

　
日
本
ス
キ
ー
発
祥
の
地
「
金
谷
山
」
の
在
り
方
は

問
／
「
市
民
憩
い
の
公
園
」
、「
日
本
ス
キ
ー
発
祥
の

地
」
で
あ
る
金
谷
山
に
つ
い
て
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て

い
く
活
用
の
た
め
、「
Ｂ
Ｍ
Ｘ
コ
ー
ス
」
を
核
と
す
る

多
目
的
レ
ジ
ャ
ー
施
設
へ
転
換

し
て
は
ど
う
か
。

答
／
公
園
と
し
て
現
在
の
環
境

を
守
り
、
適
切
に
維
持
管
理
す

る
こ
と
が
基
本
と
考
え
て
い
る

が
、
関
係
者
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
ト
レ
ン
ド
や
将
来
を
見

据
え
た
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

水
族
博
物
館
に
お
け
る

鯨
類
死
亡
の
検
証
結
果
は

渡
邉
　
隆
（
無
所
属
）

うみてらす名立へ４～ 12 月分
最高額 39,887 千円を支援

※

※
 

働
く
人
自
ら
が
出
資
や
経
営
を
も
担
う
労
働
形
態
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問
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
来

年
度
の
税
収
の
減
少
見
込
み
は
ど
う
か
。
減
収
分
の
自

主
財
源
の
確
保
及
び
財
政
健
全
化
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

答
／
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
は
大
幅
な
減
少
を
見

込
む
。
今
後
積
算
の
精
度
を
高
め
、
令
和
３
年
度
の
歳

入
予
算
に
計
上
す
る
。
市
内
経
済
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
行
政
改
革
推
進
計
画
に
基
づ
く
取
組
を
推
進
す
る
。

問
／
温
浴
施
設
等
の
公
共
施
設
を
運
営

す
る
指
定
管
理
者
へ
の
減
収
補
て
ん
は
、

令
和
３
年
度
以
降
も
継
続
す
る
の
か
。

答
／
感
染
症
の
動
向
と
指
定
管
理
施
設

の
運
営
状
況
を
考
慮
し
、
指
定
管
理
者

と
協
議
の
上
、
方
向
性
を
検
討
す
る
。

問
／
新
年
度
予
算
で
は
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
一
層
崩
れ

る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
行
財
政
改
革
及
び
収
支
均
衡
を

図
る
た
め
の
取
組
は
ど
う
か
。

答
／
第
４
次
公
の
施
設
の
適
正
配
置
計
画
の
策
定
を
関

係
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
る
と
と
も
に
、
押
印
廃

止
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
向
け
た
環
境
整
備
に
着
手
し
た
。

問
／
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を
決
定
し
た
事
業
や
イ
ベ
ン
ト

等
に
つ
い
て
、
事
業
費
の
減
額
補
正
を
し
な
い
理
由
と

財
源
の
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
／
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
に
よ
り
執
行
残
額
が
見
込
ま

れ
る
が
、
事
業
者
応
援
給
付
金
な
ど
が
当
初
見
込
み
を

上
回
り
、
中
止
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
補
助
金
を
流
用
し

対
応
し
た
た
め
、
財
源
に
余
裕
が
あ
る
状
況
で
は
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
財
政
健
全
化
・

財
源
確
保
の
見
通
し
は

石
田
　
裕
一
（
み
ら
い
）

問
／
当
時
、
東
洋
一
と
言
わ
れ
た
金
谷
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ

跡
地
に
、
記
憶
に
残
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
残
せ
な
い
か
。

答
／
日
本
ス
キ
ー
発
祥
記
念
館
に
様
々
な

資
料
が
あ
り
、
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
都
市
計
画
道
路
及
び
市
道
な
ど
の
整
備
は

問
／
都
市
計
画
道
路
「
飯
寺
町
線
」
の
未
整
備
区
間

の
整
備
の
見
通
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
／
早
期
の
事
業
化
は
極
め
て
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
／
市
道
「
表
寺
線
」
通
学
路
の
除
雪
対
応
は
ど
う
か
。

答
／
車
道
の
拡
幅
除
雪
な
ど
で
対
応
し
、
必
要
に
応
じ

排
雪
作
業
で
、
安
全
な
歩
行
者
空
間
を
確
保
に
努
め
る
。

問
／
市
道
「
西
小
学
校
東
通
線
」
西
側
の
側
溝
整
備
は
。

答
／
東
側
の
外
側
線
を
車
道
側
に
約
30
㎝
移
設
し
、
約

１
・
５
ｍ
の
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
。
来
年
度
の
「
上

越
市
通
学
路
安
全
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
取
組
の
中
で

通
学
路
合
同
点
検
や
検
討
会
議
を
実
施
し
進
め
た
い
。

　
儀
明
川
　
改
修
を
含
め
た
安
全
対
策
は

問
／
台
風
時
等
で
越
水
が
幾
度
と
な
く
見
受
け
ら
れ
る
。

か
さ嵩

上
げ
工
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
い
ま
だ
改
修

さ
れ
て
い
な
い
。
県
と
の
協
議
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
／
県
は
、
線
形
の
修
正
を
し
な
が
ら
護
岸
の
造
り
直

し
を
視
野
に
入
れ
た
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
。
抜
本

的
な
治
水
安
全
度
の
向
上
に
は
、
ダ
ム
建
設
が
不
可
欠

で
あ
り
、
国
・
県
に
早
期
の
本
体
工
事
を
要
望
し
た
い
。

金
谷
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
跡
地

に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
　
　

こ
ん
ど
う
　
彰
治
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

問
／
上
越
市
観
光
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

答
／
コ
ロ
ナ
禍
で
予
定
ど
お
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
趣
旨
と
実
践
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
／
小
木
直
江
津
航
路
へ
の
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
導
入

の
方
向
性
を
踏
ま
え
た
観
光
施
策
の
転
換
は
あ
る
の
か
。

答
／
小
木
直
江
津
航
路
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

春
の
大
型
連
休
や
夏
休
み
期
間
に
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄

道
の
リ
ゾ
ー
ト
列
車
「
雪
月
花
」
、
高
田
城
址
公
園
の

ハ
ス
と
結
び
つ
け
る
な
ど
、
関
係
機
関
や
周
辺
市
と
連

携
し
た
旅
行
コ
ー
ス
な
ど
業
者
へ
の
営
業
を
展
開
す
る
。

問
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
閲
覧
数
や
検

索
解
析
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

答
／
「
上
越
観
光
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
」
で
一
番
多
く
見
ら
れ
た

ペ
ー
ジ
は
春
日
山
城
跡
で
、
伸
び
率
が
高
か
っ
た
ペ
ー

ジ
は
キ
ャ
ン
プ
場
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
多
く
が
市
内
居
住
者
の
傾
向
が
あ
る
。

　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の
活
性
化
策
を

問
／
英
検
な
ど
の
受
験
料
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答
／
日
常
の
英
語
授
業
の
充
実
が
肝
要

で
あ
り
、
制
度
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

問
／
中
学
生
と
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答
／
学
校
教
育
の
現
場
で
は
実
施
が
極
め
て
難
し
い
。

上
越
市
の
観
光
マ
イ
ン
ド

を
上
げ
て
い
こ
う
！
　
　

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子
（
み
ら
い
）

問
／
Ｊ
Ａ
全
農
が
提
示
す
る
新
潟
県
の
米
の
概
算
金
が

９
０
０
円
減
額
と
な
っ
た
。
中
小
規
模
農
家
に
と
っ
て

の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

答
／
経
営
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
影
響
を
受
け
、
営
農

意
欲
の
減
退
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

「
需
要
に
応
じ
た
多
様
な
米
生
産
」
と
「
園
芸
導
入
に

よ
る
複
合
経
営
へ
の
転
換
」
に
よ
る
生
産
者
の
所
得
確

保
を
図
り
つ
つ
、
い
わ
ゆ
る
ナ
ラ
シ
対
策
や
収
入
保
険

な
ど
米
価
の
下
落
リ
ス
ク
に
備
え
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
に
関
す
る
情
報
提
供
や
加
入
促
進
も
積
極
的
に
行
う
。

問
／
当
市
に
お
け
る
園
芸
作
物
導
入
の
現
状
は
ど
う
か
。

答
／
５
年
前
と
の
比
較
で
、
作
付
面
積
は
１
・
５
倍
の

１
０
５
ha
、
園
芸
を
導
入
し
た
法
人
数
は
１
・
２
倍
の

72
法
人
と
な
り
、
取
組
が
着
実
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
柿
崎
病
院
の
経
営
問
題
に
進
展
は

問
／
県
が
県
立
柿
崎
病
院
の
市
で
の
経
営
を
求
め
た
が
、

市
は
既
に
市
立
病
院
も
あ
る
中
で
経
営
は
で
き
な
い
と

断
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
後
の
進
展
は
ど
う
か
。

答
／
県
の
提
案
に
対
し
、
上
越
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病

院
ほ
か
９
つ
の
診
療
所
の
運
営
や
厚
生
連
病
院
に
対
す

る
財
政
負
担
な
ど
の
実
情
を
挙
げ
、
柿
崎
病
院
に
つ
い

て
「
市
が
経
営
主
体
に
な
る
こ
と
は
財
政
負
担
や
医
師

確
保
の
面
か
ら
も
困
難
で
あ
る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

令
和
２
年
10
月
23
日
に
担
当
部
長
が
県
病
院
局
に
赴
き
、

引
き
続
き
県
の
運
営
体
制
維
持
存
続
を
要
望
し
た
。

米
価
下
落
で
中
小
規
模
農

家
へ
の
影
響
は

武
藤
　
正
信
（
創
風
）

問
／
デ
ジ
タ
ル
化
や
押
印
廃
止
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
／
今
後
、
「
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
統
一
的
な
方

針
」
の
策
定
過
程
で
必
要
な
組
織
体
制
の
強
化
を
図
る
。

ま
た
、
押
印
に
代
わ
る
手
法
の
確
保
も
課
題
で
あ
る
。

来
年
度
か
ら
廃
止
に
必
要
な
例
規
改
正
を
順
次
行
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
企
業
の
事
業
承
継
の
実
態
は

問
／
市
内
企
業
の
現
状
や
事
業
承
継
の
実
態
と
課
題
は
。

答
／
製
造
業
の
一
部
で
回
復
が
見
ら
れ
る
が
、
全
体
的

に
売
上
げ
が
戻
ら
ず
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
経
済
悪
化

に
即
応
で
き
る
態
勢
を
取
り
た
い
。
懸
念
の
廃
業
増
加

に
対
し
、
効
果
的
な
承
継
支
援
制
度
を
研
究
し
た
い
。

　
歳
入
の
減
少
に
よ
る
新
年
度
予
算
規
模
は

問
／
歳
入
減
が
見
込
ま
れ
る
中
、
新
年
度
予
算
規
模
は
。

答
／
新
年
度
予
算
で
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
出
と
「
新

た
な
日
常
」
へ
の
移
行
に
対
応
し
た
政
策
を
推
進
す
る
。

現
段
階
で
の
収
支
不
足
は
19
億
を
上
回
る
可
能
性
が
高

い
が
、
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
を
極
力
抑
制
し
た
い
。

　
法
人
格
を
持
っ
た
「
協
同
労
働
」
の
認
識
は

問
／
「
協
同
労
働
」
に
つ
い
て
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
／
介
護
や
子
育
て
等
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
働
き
方

の
実
現
や
就
労
機
会
を
創
出
し
、
持
続
可
能
な
活
力
あ

る
地
域
社
会
の
実
現
が
期
待
で
き
る
。
今
後
、
国
か
ら

示
さ
れ
る
詳
細
を
確
認
し
、
周
知
を
図
り
た
い
。

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の

担
当
部
署
や
押
印
廃
止
は

杉
田
　
勝
典
（
公
明
党
）

問
／
水
族
博
物
館
に
お
け
る
鯨
類
（
イ
ル
カ
）
４
頭
死

亡
の
検
証
結
果
を
11
月
に
ま
と
め
る
と
し
た
が
ど
う
か
。

答
／
専
門
家
に
よ
る
鯨
類
飼
育
環
境
検
証
委
員
会
で
調

査
し
て
い
る
が
、
以
前
の
施
設
に
お
け
る
飼
育
状
況
の

情
報
も
必
要
と
な
り
、
調
査
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

令
和
３
年
２
月
中
に
結
果
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
／
検
証
に
時
間
を
要
す
中
、
イ
ル
カ
の
死
亡
前
と
環

境
に
変
化
は
な
い
が
、
現
有
の
個
体
に
影
響
は
な
い
か
。

答
／
２
頭
の
イ
ル
カ
に
健
康
上
の
問
題
は
生
じ
て
な
い
。

獣
医
師
や
ト
レ
ー
ナ
ー
が
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

問
／
当
館
は
、
マ
ゼ
ラ
ン
ペ
ン
ギ
ン
の
飼
育
頭
数
が
日

本
一
で
あ
る
。
展
示
方
法
に
個
性
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
／
当
館
を
代
表
す
る
展
示
で
あ
る
。
磨
き
を
か
け
る
。

　
日
本
ス
キ
ー
発
祥
の
地
「
金
谷
山
」
の
在
り
方
は

問
／
「
市
民
憩
い
の
公
園
」
、「
日
本
ス
キ
ー
発
祥
の

地
」
で
あ
る
金
谷
山
に
つ
い
て
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て

い
く
活
用
の
た
め
、「
Ｂ
Ｍ
Ｘ
コ
ー
ス
」
を
核
と
す
る

多
目
的
レ
ジ
ャ
ー
施
設
へ
転
換

し
て
は
ど
う
か
。

答
／
公
園
と
し
て
現
在
の
環
境

を
守
り
、
適
切
に
維
持
管
理
す

る
こ
と
が
基
本
と
考
え
て
い
る

が
、
関
係
者
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
ト
レ
ン
ド
や
将
来
を
見

据
え
た
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

水
族
博
物
館
に
お
け
る

鯨
類
死
亡
の
検
証
結
果
は

渡
邉
　
隆
（
無
所
属
）

うみてらす名立へ４～ 12 月分
最高額 39,887 千円を支援

※

※
 

働
く
人
自
ら
が
出
資
や
経
営
を
も
担
う
労
働
形
態
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問
／
コ
ロ
ナ
禍
で
水
稲
へ
の
影
響
は
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

上
越
産
品
に
特
化
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
を
活
用
し
た
支
援
策
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
／
全
国
的
に
民
間
在
庫
量
が
前
年
よ
り
大
幅
に
増
加

し
、
米
の
仮
渡
金
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
令
和
３
年
度

も
、
交
付
金
の
活
用
等
も
視
野
に
入
れ
、
生
産
者
を
支

援
し
て
い
く
。
上
越
産
品
に
特
化
し
た
支
援
策
で
は
、

計
画
の
２
倍
の
39
件
の
出
店
申
込
が
あ
っ
た
。
全
国
的

に
認
知
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
か

ら
の
販
売
額
は
前
年
比
で
約
６
倍
と
な
り
好
調
だ
っ
た
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
課
題

問
／
日
中
、
高
齢
者
し
か
い
な
い
地
域
も
多
い
。
災
害

時
に
地
元
企
業
と
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
／
当
市
と
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ぶ
事
業
所
は
多
い

が
、
地
域
と
事
業
所
と
の
連
携
は
少
な
く
、
今
後
ど
の

よ
う
な
関
係
構
築
が
で
き
る
の
か
研
究
し
て
い
く
。

問
／
人
口
減
少
に
伴
い
自
主
防
災
活
動
に
不
安
を
抱
く

市
民
も
い
る
。
活
動
へ
の
啓
発
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答
／
市
内
全
世
帯
の
98
・
５
％
が
自
主
防
災
組
織
に
加

入
し
て
お
り
、
防
災
士
会
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
／
個
人
の
裏
山
等
の
土
砂
崩
れ
へ
の
対
応
は
。

答
／
地
盤
の
亀
裂
や
地
下
水
の
濁
り
等
の
土
砂
災
害
の

兆
候
に
は
速
や
か
に
現
地
確
認
し
、
県
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農
業

へ
の
影
響
は

宮
﨑
　
朋
子
（
創
風
）

問
／
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
を
強
化
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。
ま

た
、
多
様
な
世
代
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
に
考
え
、
共
有
し

て
い
く
取
組
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

答
／
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
考
え
方
、
理
解
に
温
度

差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
こ
う
し
た
こ

と
の
一
因
と
し
て
、
市
の
説
明
す
る
体
制
が
必
ず
し
も

一
貫
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
反
省
す
べ
き
点
も

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
理
解
を

得
る
た
め
に
、
行
政
改
革
の
必
要
性
を
繰
り
返
し
訴
え

て
い
く
と
と
も
に
、
市
の
考
え
方
を
組
織
一
丸
と
な
っ

て
説
明
し
、
多
様
な
意
見
や
思
い
に
も
寄
り
添
い
な
が

ら
、
理
解
と
納
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
取
組
は

問
／
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
外
出
や
行
動
の
制
限
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の
悩
み
相
談
へ

の
対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
ま
た
、
入
場
制
限
が
か

か
っ
て
い
る
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
に
、
市
の
施
設

を
活
用
し
、
子
育
て
を
す
る
親
と
そ
の
子
ど
も
が
安
心

し
て
遊
べ
る
環
境
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
／
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
希
望
の
多
か
っ
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
お
し
ゃ
べ
り
ひ

ろ
ば
」
と
「
オ
ン
ラ
イ
ン
子
育
て
相
談
窓
口
」
を
令
和

２
年
10
月
か
ら
開
設
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

遊
べ
る
場
の
紹
介
に
つ
い
て
も
意
を
用
い
て
い
く
。

市
民
目
線
に
立
っ
た
行
政

改
革
の
推
進
を
！
　
　
　

田
中
　
聡
（
輝
）

問
／
保
護
者
が
心
身
と
も
に
健
康
で
前
向
き
に
育
児
に

向
き
合
え
る
環
境
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
よ
り
一
層

必
要
と
考
え
る
。
育
児
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
図
る

た
め
「
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
」
の
配
布
制
度

を
導
入
し
、
遠
慮
せ
ず
に
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
提
案
す
る
。

答
／
当
市
で
は
様
々
な
育
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
出
生

手
続
時
な
ど
に
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て

い
る
た
め
、
利
用
促
進
を
目
的
と
し
た

子
育
て
利
用
券
配
布
は
考
え
て
い
な
い
。

　
ご
存
じ
で
す
か
？
「
成
年
後
見
制
度
」

問
／
認
知
症
等
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
財

産
管
理
の
代
行
や
権
利
擁
護
を
行
う
成
年
後
見
制
度
の

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

答
／
管
内
の
平
成
29
年
の
新
規
申
立
て
受
付
件
数
は
93

件
、
令
和
元
年
は
１
２
１
件
と
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

問
／
今
後
、
更
に
成
年
後
見
制
度
の
需
要
が
高
ま
り
、

人
材
不
足
が
想
定
さ
れ
る
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
／
市
で
は
、
判
断
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
人
の
発
見
及
び

早
期
の
段
階
か
ら
適
切
な
相
談
対
応
を
図
る
こ
と
等
を

目
的
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど

の
専
門
職
団
体
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
が
意
見
交
換
す

る
連
携
会
議
を
設
置
予
定
で
あ
る
。
同
会
議
の
中
で
成

年
後
見
人
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
も
協
議
を
進
め
る
。

マ
マ
や
パ
パ
が
笑
顔
で
　

子
育
て
で
き
る
社
会
に
！

中
土
井
　
か
お
る
（
み
ら
い
）

問
／
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
市
独
自
に
配
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
／
近
年
、
学
校
だ
け
で
は
対
応
や
解
決
が
難
し
く
、

法
的
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
事
案
が
増
加
し
、
弁
護
士
の

力
を
借
り
た
学
校
支
援
体
制
の
強
化
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
市
独
自
で
の
配
置

に
つ
い
て
は
、
県
制
度
の
活
用
状
況
な
ど
検
証
を
行
い
、

必
要
性
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
部
活
動
を
理
由
と
す
る
「
校
区
外
通
学
」
は

問
／
部
活
動
を
理
由
と
す
る
「
校
区
外
通
学
」
を
認
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
通
学
区
域
に
指
定
さ
れ
た
学
校
に
通
学
す
る
こ
と

が
原
則
で
あ
る
。
部
活
動
を
理
由
と
し
た
校
区
外
通
学

の
許
可
は
、
特
例
的
な
対
応
で
あ
り
、
一
定
の
制
限
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
許

可
要
件
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
保
護
者
等
と
十
分
に
相
談

し
た
上
で
校
区
外
通
学
を
判
断
し
対
応
し
て
い
く
。

　
老
朽
化
し
た
体
育
施
設
等
の
改
修
は

問
／
上
越
市
総
合
体
育
館
の
改
修
や
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
上
越
の
ト
イ
レ
設
備
を
自
動
水
栓
化
す
る
考
え
は
。

答
／
総
合
体
育
館
は
、
大
規
模
な
改
修
工
事
を
実
施
す

べ
く
、
実
施
設
計
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
リ
ー
ジ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
は
、
国
の
第
三
次
補
正
予
算
の
動
き
な
ど
を
見

な
が
ら
、
優
先
順
位
を
付
け
て
改
修
を
検
討
し
て
い
く
。

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度

当
市
の
対
応
は

小
山
　
よ
う
こ
（
創
風
）

問
／
市
雇
用
の
学
校
栄
養
職
員
が
昨
年
度
に
比
べ
て
削

減
さ
れ
て
い
る
。
兼
務
校
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
影
響

や
来
年
度
以
降
の
職
員
配
置
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答
／
市
の
学
校
栄
養
職
員
は
食
育
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
の
一
部
を
担
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
、
法
律
の
規

定
に
よ
り
県
が
配
置
し
て
い
る
栄
養
教
諭
が
担
う
こ
と

が
望
ま
し
い
。
来
年
度
以
降
の
配
置
は
調
理
業
務
委
託

へ
の
移
行
及
び
業
務
の
履
行
状
況
を
踏
ま
え
判
断
す
る
。

問
／
今
年
度
か
ら
、
４
校
担
当
の
栄
養
教
諭
が
７
人
と

増
え
た
。
県
の
基
準
で
「
原
則
、
兼
務
校
２
校
ま
で
」

と
し
て
お
り
、
現
場
か
ら
は
４
校
勤
務
は
き
つ
い
と
い

う
声
を
聞
い
て
い
る
。
来
年
度
の
配
置
は
、
現
場
の
声

を
よ
く
聞
い
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

答
／
県
採
用
の
栄
養
教
諭
と
市
の
学
校
栄
養
職
員
で
は
、

資
格
や
配
置
目
的
・
役
割
が
異
な
る
と
考
え
て
お
り
、

県
へ
引
き
続
き
栄
養
教
諭
の
増
員
を
要
望
し
て
い
く
。

　
公
の
施
設
の
適
正
配
置
計
画
　
住
民
の
納
得
は
？

問
／
公
の
施
設
の
適
正
配
置
を
進
め
る
上
で
、
地
域
住

民
の
納
得
と
い
う
観
点
で
市
の
取
組
は
ど
う
か
。

答
／
取
組
の
必
要
性
等
を
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
説
明

を
尽
く
し
て
お
り
、
今
後
も
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
。

問
／
地
域
協
議
会
が
行
お
う
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
中

止
に
な
っ
た
例
も
あ
る
。
も
っ
と
市
民
の
声
を
聞
き
、

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
適
正
配
置
を
考
え
る
べ
き
だ
。

答
／
地
域
の
実
情
や
住
民
の
思
い
に
寄
り
添
い
進
め
る
。

来
年
度
の
学
校
栄
養
職
員

の
配
置
は
？
　
　
　
　
　

牧
田
　
正
樹
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

問
／
「
地
域
の
宝
」
認
定
制
度
が
創
設
さ
れ
、
申
請
さ

れ
た
60
件
全
て
が
認
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
を

通
し
て
分
か
っ
た
こ
と
や
課
題
は
何
か
。

答
／
私
た
ち
が
今
ま
で
知
り
得
な
か
っ
た
も
の
や
こ
と

が
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
し
て
、

そ
の
地
域
に
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
、
文
化

財
と
し
て
の
指
定･

未
指
定
に
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
ら
に

誇
り
を
持
ち
様
々
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

主
体
的
に
情
報
発
信
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
同
様
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
と
の
交
流
を
望
ん
で
お
ら
れ
る

こ
と
等
が
分
か
っ
た
。
課
題
と
し
て
は
、
地
域
の
宝
を

地
域
で
守
り
伝
え
て
い
く
た
め
の
方
策
、
団
体
相
互
の

交
流
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問
／
３
年
間
の
募
集
認
定
期
間
終
了
後
の
各
団
体
と
の

関
わ
り
や
本
制
度
の
見
通
し
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
／
本
制
度
が
地
域
に
根
差
し
た
実
効
性
の
あ
る
も
の

と
な
る
よ
う
検
証
し
つ
つ
、
市
民
と
共
に
育
て
て
い
き

た
い
。
本
制
度
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
地
域
を
見
直
す

契
機
と
し
、
自
ら
の
地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
み
、

文
化
財
の
確
実
な
継
承
と
活
用
を
図
り
、
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
／
「
義
の
心
」
が
地
域
の
宝
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

人
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
い
か
す
の
か
。

答
／
目
指
す
心
の
在
り
よ
う
と
し
て
各
学
校
に
周
知
し

て
い
る
が
、
認
定
を
契
機
に
大
事
な
教
育
方
針
の
一
つ

と
し
て
よ
り
一
層
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

「
地
域
の
宝
」
認
定
制
度

地
域
に
魅
力
と
活
力
を
！

髙
橋
　
浩
輔
（
み
ら
い
）

★★
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問
／
コ
ロ
ナ
禍
で
水
稲
へ
の
影
響
は
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

上
越
産
品
に
特
化
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
を
活
用
し
た
支
援
策
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
／
全
国
的
に
民
間
在
庫
量
が
前
年
よ
り
大
幅
に
増
加

し
、
米
の
仮
渡
金
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
令
和
３
年
度

も
、
交
付
金
の
活
用
等
も
視
野
に
入
れ
、
生
産
者
を
支

援
し
て
い
く
。
上
越
産
品
に
特
化
し
た
支
援
策
で
は
、

計
画
の
２
倍
の
39
件
の
出
店
申
込
が
あ
っ
た
。
全
国
的

に
認
知
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
か

ら
の
販
売
額
は
前
年
比
で
約
６
倍
と
な
り
好
調
だ
っ
た
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
課
題

問
／
日
中
、
高
齢
者
し
か
い
な
い
地
域
も
多
い
。
災
害

時
に
地
元
企
業
と
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
／
当
市
と
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ぶ
事
業
所
は
多
い

が
、
地
域
と
事
業
所
と
の
連
携
は
少
な
く
、
今
後
ど
の

よ
う
な
関
係
構
築
が
で
き
る
の
か
研
究
し
て
い
く
。

問
／
人
口
減
少
に
伴
い
自
主
防
災
活
動
に
不
安
を
抱
く

市
民
も
い
る
。
活
動
へ
の
啓
発
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答
／
市
内
全
世
帯
の
98
・
５
％
が
自
主
防
災
組
織
に
加

入
し
て
お
り
、
防
災
士
会
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
／
個
人
の
裏
山
等
の
土
砂
崩
れ
へ
の
対
応
は
。

答
／
地
盤
の
亀
裂
や
地
下
水
の
濁
り
等
の
土
砂
災
害
の

兆
候
に
は
速
や
か
に
現
地
確
認
し
、
県
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農
業

へ
の
影
響
は

宮
﨑
　
朋
子
（
創
風
）

問
／
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
を
強
化
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。
ま

た
、
多
様
な
世
代
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
に
考
え
、
共
有
し

て
い
く
取
組
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

答
／
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
考
え
方
、
理
解
に
温
度

差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
こ
う
し
た
こ

と
の
一
因
と
し
て
、
市
の
説
明
す
る
体
制
が
必
ず
し
も

一
貫
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
反
省
す
べ
き
点
も

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
理
解
を

得
る
た
め
に
、
行
政
改
革
の
必
要
性
を
繰
り
返
し
訴
え

て
い
く
と
と
も
に
、
市
の
考
え
方
を
組
織
一
丸
と
な
っ

て
説
明
し
、
多
様
な
意
見
や
思
い
に
も
寄
り
添
い
な
が

ら
、
理
解
と
納
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
取
組
は

問
／
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
外
出
や
行
動
の
制
限
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の
悩
み
相
談
へ

の
対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
ま
た
、
入
場
制
限
が
か

か
っ
て
い
る
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
に
、
市
の
施
設

を
活
用
し
、
子
育
て
を
す
る
親
と
そ
の
子
ど
も
が
安
心

し
て
遊
べ
る
環
境
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
／
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
希
望
の
多
か
っ
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
お
し
ゃ
べ
り
ひ

ろ
ば
」
と
「
オ
ン
ラ
イ
ン
子
育
て
相
談
窓
口
」
を
令
和

２
年
10
月
か
ら
開
設
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

遊
べ
る
場
の
紹
介
に
つ
い
て
も
意
を
用
い
て
い
く
。

市
民
目
線
に
立
っ
た
行
政

改
革
の
推
進
を
！
　
　
　

田
中
　
聡
（
輝
）

問
／
保
護
者
が
心
身
と
も
に
健
康
で
前
向
き
に
育
児
に

向
き
合
え
る
環
境
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
よ
り
一
層

必
要
と
考
え
る
。
育
児
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
図
る

た
め
「
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
」
の
配
布
制
度

を
導
入
し
、
遠
慮
せ
ず
に
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
提
案
す
る
。

答
／
当
市
で
は
様
々
な
育
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
出
生

手
続
時
な
ど
に
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て

い
る
た
め
、
利
用
促
進
を
目
的
と
し
た

子
育
て
利
用
券
配
布
は
考
え
て
い
な
い
。

　
ご
存
じ
で
す
か
？
「
成
年
後
見
制
度
」

問
／
認
知
症
等
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
財

産
管
理
の
代
行
や
権
利
擁
護
を
行
う
成
年
後
見
制
度
の

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

答
／
管
内
の
平
成
29
年
の
新
規
申
立
て
受
付
件
数
は
93

件
、
令
和
元
年
は
１
２
１
件
と
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

問
／
今
後
、
更
に
成
年
後
見
制
度
の
需
要
が
高
ま
り
、

人
材
不
足
が
想
定
さ
れ
る
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
／
市
で
は
、
判
断
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
人
の
発
見
及
び

早
期
の
段
階
か
ら
適
切
な
相
談
対
応
を
図
る
こ
と
等
を

目
的
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど

の
専
門
職
団
体
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
が
意
見
交
換
す

る
連
携
会
議
を
設
置
予
定
で
あ
る
。
同
会
議
の
中
で
成

年
後
見
人
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
も
協
議
を
進
め
る
。

マ
マ
や
パ
パ
が
笑
顔
で
　

子
育
て
で
き
る
社
会
に
！

中
土
井
　
か
お
る
（
み
ら
い
）

問
／
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
市
独
自
に
配
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
／
近
年
、
学
校
だ
け
で
は
対
応
や
解
決
が
難
し
く
、

法
的
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
事
案
が
増
加
し
、
弁
護
士
の

力
を
借
り
た
学
校
支
援
体
制
の
強
化
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
市
独
自
で
の
配
置

に
つ
い
て
は
、
県
制
度
の
活
用
状
況
な
ど
検
証
を
行
い
、

必
要
性
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
部
活
動
を
理
由
と
す
る
「
校
区
外
通
学
」
は

問
／
部
活
動
を
理
由
と
す
る
「
校
区
外
通
学
」
を
認
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
通
学
区
域
に
指
定
さ
れ
た
学
校
に
通
学
す
る
こ
と

が
原
則
で
あ
る
。
部
活
動
を
理
由
と
し
た
校
区
外
通
学

の
許
可
は
、
特
例
的
な
対
応
で
あ
り
、
一
定
の
制
限
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
許

可
要
件
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
保
護
者
等
と
十
分
に
相
談

し
た
上
で
校
区
外
通
学
を
判
断
し
対
応
し
て
い
く
。

　
老
朽
化
し
た
体
育
施
設
等
の
改
修
は

問
／
上
越
市
総
合
体
育
館
の
改
修
や
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
上
越
の
ト
イ
レ
設
備
を
自
動
水
栓
化
す
る
考
え
は
。

答
／
総
合
体
育
館
は
、
大
規
模
な
改
修
工
事
を
実
施
す

べ
く
、
実
施
設
計
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
リ
ー
ジ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
は
、
国
の
第
三
次
補
正
予
算
の
動
き
な
ど
を
見

な
が
ら
、
優
先
順
位
を
付
け
て
改
修
を
検
討
し
て
い
く
。

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度

当
市
の
対
応
は

小
山
　
よ
う
こ
（
創
風
）

問
／
市
雇
用
の
学
校
栄
養
職
員
が
昨
年
度
に
比
べ
て
削

減
さ
れ
て
い
る
。
兼
務
校
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
影
響

や
来
年
度
以
降
の
職
員
配
置
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答
／
市
の
学
校
栄
養
職
員
は
食
育
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
の
一
部
を
担
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
、
法
律
の
規

定
に
よ
り
県
が
配
置
し
て
い
る
栄
養
教
諭
が
担
う
こ
と

が
望
ま
し
い
。
来
年
度
以
降
の
配
置
は
調
理
業
務
委
託

へ
の
移
行
及
び
業
務
の
履
行
状
況
を
踏
ま
え
判
断
す
る
。

問
／
今
年
度
か
ら
、
４
校
担
当
の
栄
養
教
諭
が
７
人
と

増
え
た
。
県
の
基
準
で
「
原
則
、
兼
務
校
２
校
ま
で
」

と
し
て
お
り
、
現
場
か
ら
は
４
校
勤
務
は
き
つ
い
と
い

う
声
を
聞
い
て
い
る
。
来
年
度
の
配
置
は
、
現
場
の
声

を
よ
く
聞
い
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

答
／
県
採
用
の
栄
養
教
諭
と
市
の
学
校
栄
養
職
員
で
は
、

資
格
や
配
置
目
的
・
役
割
が
異
な
る
と
考
え
て
お
り
、

県
へ
引
き
続
き
栄
養
教
諭
の
増
員
を
要
望
し
て
い
く
。

　
公
の
施
設
の
適
正
配
置
計
画
　
住
民
の
納
得
は
？

問
／
公
の
施
設
の
適
正
配
置
を
進
め
る
上
で
、
地
域
住

民
の
納
得
と
い
う
観
点
で
市
の
取
組
は
ど
う
か
。

答
／
取
組
の
必
要
性
等
を
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
説
明

を
尽
く
し
て
お
り
、
今
後
も
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
。

問
／
地
域
協
議
会
が
行
お
う
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
中

止
に
な
っ
た
例
も
あ
る
。
も
っ
と
市
民
の
声
を
聞
き
、

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
適
正
配
置
を
考
え
る
べ
き
だ
。

答
／
地
域
の
実
情
や
住
民
の
思
い
に
寄
り
添
い
進
め
る
。

来
年
度
の
学
校
栄
養
職
員

の
配
置
は
？
　
　
　
　
　

牧
田
　
正
樹
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

問
／
「
地
域
の
宝
」
認
定
制
度
が
創
設
さ
れ
、
申
請
さ

れ
た
60
件
全
て
が
認
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
を

通
し
て
分
か
っ
た
こ
と
や
課
題
は
何
か
。

答
／
私
た
ち
が
今
ま
で
知
り
得
な
か
っ
た
も
の
や
こ
と

が
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
し
て
、

そ
の
地
域
に
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
、
文
化

財
と
し
て
の
指
定･

未
指
定
に
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
ら
に

誇
り
を
持
ち
様
々
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

主
体
的
に
情
報
発
信
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
同
様
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
と
の
交
流
を
望
ん
で
お
ら
れ
る

こ
と
等
が
分
か
っ
た
。
課
題
と
し
て
は
、
地
域
の
宝
を

地
域
で
守
り
伝
え
て
い
く
た
め
の
方
策
、
団
体
相
互
の

交
流
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問
／
３
年
間
の
募
集
認
定
期
間
終
了
後
の
各
団
体
と
の

関
わ
り
や
本
制
度
の
見
通
し
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
／
本
制
度
が
地
域
に
根
差
し
た
実
効
性
の
あ
る
も
の

と
な
る
よ
う
検
証
し
つ
つ
、
市
民
と
共
に
育
て
て
い
き

た
い
。
本
制
度
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
地
域
を
見
直
す

契
機
と
し
、
自
ら
の
地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
み
、

文
化
財
の
確
実
な
継
承
と
活
用
を
図
り
、
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
／
「
義
の
心
」
が
地
域
の
宝
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

人
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
い
か
す
の
か
。

答
／
目
指
す
心
の
在
り
よ
う
と
し
て
各
学
校
に
周
知
し

て
い
る
が
、
認
定
を
契
機
に
大
事
な
教
育
方
針
の
一
つ

と
し
て
よ
り
一
層
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

「
地
域
の
宝
」
認
定
制
度

地
域
に
魅
力
と
活
力
を
！

髙
橋
　
浩
輔
（
み
ら
い
）

★★
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問
／
高
田
と
直
江
津
は
今
ま
で
多
く
の
政
策
・
施
策
を

講
じ
、
質
的
向
上
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
が
、

あ
ま
り
成
果
が
出
て
お
ら
ず
、
双
方
の
誘
導
重
点
区
域

は
空
き
家
が
増
え
、
人
口
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
原
因
や
課
題
等
を
浮
き
彫
り
に
し
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
へ
誘
導
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
ま
ち
な
か
居
住
推
進
事
業
と
し
て
高
田
を
「
雁
木

町
家
」
「
一
般
住
宅
」
「
高
度
利
用
」
の
各
エ
リ
ア
に

分
け
、
対
象
と
な
る
25
の
町
内
会
長
へ
課
題
や
事
業
の

説
明
等
を
行
い
、
５
つ
の
町
内
を
モ
デ
ル
候
補
地
と
し
、

実
現
可
能
な
モ
デ
ル
事
業
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
直

江
津
も
同
様
の
取
組
を
行
う
た
め
の
検
討
に
着
手
し
た
。

　
廃
棄
物
の
広
域
最
終
処
分
場
　
整
備
へ
の
対
応
は
？

問
／
最
終
処
分
場
の
廃
棄
物
の
処
理
方
法
や
環
境
面
等

の
対
策
に
関
す
る
市
の
考
え
方
と
県
へ
の
対
応
は
。

答
／
廃
棄
物
を
安
全
、
安
定
的
に
処
分
す
る
機
能
を
備

え
、
周
辺
の
自
然
環
境
や
生
活
環
境
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
と
ど
め
、
地
域
の
理
解
を
得
ら
れ
る
施
設
で
あ
る

べ
き
と
考
え
る
。
今
後
も
県
と
協
議
を
重
ね
、
進
め
る
。

問
／
候
補
地
を
選
定
の
上
、
令
和
３
年
度
以
降
に
県
が

建
設
予
定
地
を
決
定
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、

地
元
住
民
等
の
意
向
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
／
候
補
地
が
絞
り
込
ま
れ
た
際
、
県
は
具
体
的
な
情

報
を
示
す
と
の
意
向
で
あ
り
、
市
も
県
に
地
元
住
民
等

へ
の
丁
寧
な
説
明
を
求
め
、
協
力
・
支
援
し
て
い
く
。

新
た
な
都
市
（
ま
ち
）

づ
く
り
へ
の
誘
導
策
は

丸
山
　
章
（
無
所
属
）

問
／
公
共
施
設
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
む
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

答
／
対
象
と
な
る
５
８
６
の
公
共
施
設
の
適
合
率
は
令

和
元
年
度
末
で
66
・
１
％
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
末
の

目
標
67
・
３
％
の
達
成
に
向
け
て
順
調
と
考
え
て
い
る
。

問
／
目
標
設
定
は
妥
当
な
の
か
。
あ
れ
ば
な
お
良
い
と

い
う
よ
う
な
消
極
的
な
考
え
は
な
い
か
。

答
／
計
画
を
作
っ
た
20
年
前
は
と
も
か
く
、
時
代
が
大

き
く
変
わ
る
中
で
、
障
害
者
な
ど
に
寄
り
添
っ
た
施
設

の
改
修
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
目
標
の
見
直
し
を

含
め
、
市
民
が
等
し
く
便
益
を
享
受
で
き
る
施
設
の
あ

り
よ
う
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
指
針
に
基
づ
く
修
繕
計

画
は
あ
る
の
か
。
統
一
的
に
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

答
／
個
々
の
施
設
の
修
繕
計
画
は
あ
る
が
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
特
化
し
た
計
画
は
作
っ
て
い
な
い
。

問
／
担
当
部
署
が
全
体
の
進
捗
状
況
や
今
後
の
課
題
、

見
通
し
を
把
握
し
、
他
の
部
署
へ
の
働
き
か
け
や
促
し

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
／
現
実
的
に
困
っ
て
い
る

方
に
お
聞
き
し
て
優
先
順
位

を
つ
け
る
こ
と
は
当
然
必
要

だ
と
考
え
る
。
担
当
部
署
に

確
認
し
、
仕
事
の
進
め
方
に

つ
い
て
整
理
す
る
。

公
共
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
　
　

平
良
木 

哲
也（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

問
／
当
市
が
次
期
処
分
場
候
補
地
に
な
っ
た
経
緯
は
。

答
／
過
去
に
茶
屋
ケ
原
・
吉
浦
地
内
、
宮
野
尾
地
区
が

候
補
に
挙
が
っ
た
が
、
地
元
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
断
念

に
至
っ
た
。
経
済
活
動
の
支
え
や
災
害
対
応
と
し
て
も

重
要
な
施
設
で
あ
り
、
県
で
は
、
引
き
続
き
市
内
で
の

候
補
地
選
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

問
／
県
は
整
備
候
補
地
を
地
元
の

土
地
所
有
者
等
に
一
般
公
募
し
た

が
、
応
募
は
あ
っ
た
の
か
。

答
／
２
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

問
／
エ
コ
パ
ー
ク
出
雲
崎
は
元
々

畜
産
団
地
だ
っ
た
場
所
で
あ
る
が

海
抜
50
ｍ
と
比
較
的
高
い
土
地
に
あ
る
。
今
回
の
建
設

条
件
に
地
震
や
津
波
災
害
等
の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

答
／
選
定
条
件
の
中
に
立
地
回
避
区
域
と
し
て
、
活
断

層
付
近
、
浸
水
想
定
区
域
等
を
除
外
し
て
い
る
。

問
／
受
け
入
れ
る
産
業
廃
棄
物
は
具
体
的
に
何
に
な
る

の
か
。
出
雲
崎
と
同
じ
せ
っ
こ
う

石
膏
ボ
ー
ド
、

が
れ
き
瓦
礫
類
な
の
か
。

答
／
エ
コ
パ
ー
ク
出
雲
崎
と
ほ
ぼ
同
じ
産
業
廃
棄
物
と

聞
い
て
い
る
。

問
／
最
終
的
に
決
ま
る
候
補
地
の

住
民
が
反
対
し
た
場
合
は
ど
う
か
。

答
／
市
と
し
て
は
、
住
民
の
合
意

な
し
に
進
め
る
つ
も
り
は
な
い
。

県
は
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

安
全
、
確
実
な
広
域
最
終

処
分
場
の
建
設
に
向
け
て

高
山
　
ゆ
う
子
（
み
ら
い
）

問
／
上
越
市
第
６
次
総
合
計
画
の
環
境
分
野
に
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
目
標
値
の
算
定
方
法
と
現
在
の
状
況
、
目

標
値
達
成
に
向
け
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
／
当
市
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
策
定
し
、
令
和
４
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
し
て
、
市
民
・
事
業
者
・
市
が
行
う
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
示
し
、
市
域
全
体
か

ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
推
進
し
て
い

る
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
製
造
業
や
農
林
水
産

業
部
門
、
家
庭
部
門
な
ど
９
つ
の
活
動
部
門
に
お
い
て
、

電
気
や
ガ
ス
、
石
油
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
ご
と
の
58

項
目
を
、
各
種
統
計
デ
ー
タ
等
を
用
い
て
算
定
し
て
い

る
。
平
成
29
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
17
万
７
千
ｔ
・
Ｃ

Ｏ
２
を
削
減
し
て
き
た
こ
と
、
令
和
元
年
度
時
点
の
年

間
排
出
量
が
２
２
３
万
６
千
ｔ
・
Ｃ
Ｏ
２
と
な
る
こ
と

か
ら
、
令
和
４
年
度
ま
で
に
２
２
２
万
４
千
ｔ
・
Ｃ
Ｏ
２

以
下
と
す
る
短
期
目
標
は
達
成
可
能
と
考
え
る
。

問
／
今
後
、
電
気
自
動
車
の
普
及
が
加
速
す
る
と
思
わ

れ
る
。
市
役
所
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に
電
気
自
動
車
の
充

電
設
備
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
／
市
内
に
お
い
て
既
に
商
業
施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
36
か
所
で
充
電
設
備
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

市
役
所
周
辺
１
㎞
の
範
囲
内
で
は
、
民
間
事
業
者
に
よ

り
６
か
所
の
充
電
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市

役
所
駐
車
場
へ
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

当
市
に
お
け
る
脱
炭
素
社

会
へ
の
取
組
は

山
田
　
忠
晴
（
公
明
党
）

問
／
小
規
模
事
業
者
の
中
に
は
、
年
末
を
控
え
て
事
業

継
続
へ
の
大
き
な
不
安
と
諦
め
感
が
広
が
っ
て
い
る
。

市
独
自
の
新
た
な
支
援
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
国
に

対
し
て
持
続
化
給
付
金
の
再
支
給
等
を
求
め
て
ほ
し
い
。

答
／
市
で
は
現
在
、
事
業
者
応
援
給
付
金
や
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
の
発
行
支
援
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業
な

ど
の
支
援
を
実
施
し
、
国
・
県
の
支
援
制
度
も
継
続
さ

れ
て
い
る
た
め
、
市
と
し
て
現
時
点
で
直
ち
に
新
た
な

支
援
策
創
設
や
持
続
化
給
付
金
の
再
支
給
を
国
に
求
め

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
状
況
が
悪
化
す
る
場

合
に
必
要
な
施
策
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
整
え
て
い
く
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
更
な
る
支
援
策
を

問
／
感
染
症
の
更
な
る
拡
大
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
、

特
に
就
業
実
態
が
不
安
定
な
平
均
年
収
約
１
０
３
万
円

程
度
と
い
う
母
子
家
庭
は
さ
ら
に
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

年
末
や
ク
リ
ス
マ
ス
を
少
し
で
も
暖
か
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
年
末
給
付
金
の
支
給
や
お
米
や
餅
な
ど
を
届
け
る

な
ど
暖
か
い
施
策
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
／
国
は
12
月
に
生
活
実
態
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
ひ

と
り
親
家
庭
等
に
対
し
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
再
支
給

す
る
方
針
を
示
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
補
正
予

算
を
追
加
提
案
し
、
年
内
に
支
給
で
き
る
よ
う
速
や
か

に
事
務
を
進
め
る
。
ま
た
、
新
潟
県
フ
ー
ド
バ
ン
ク
連

絡
協
議
会
で
は
、
食
料
品
等
を
ひ
と
り
親
家
庭
に
送
る

取
組
を
行
っ
て
お
り
、
市
も
広
く
周
知
し
て
い
く
。

感
染
症
か
ら
命
と
暮
ら
し
・

生
業
を
守
る
支
援
策
　
　
　

上
野 

公
悦（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

問
／
具
体
的
に
ど
ん
な
条
件
を
満
た
せ
ば
消
雪
パ
イ
プ

が
敷
設
さ
れ
る
の
か
。
あ
る
所
と
そ
う
で
な
い
所
の
差

は
何
な
の
か
。
住
民
は
切
実
に
考
え
て
い
る
し
、
市
に

歩
み
寄
ろ
う
と
し
て
い
る
。

答
／
公
共
事
業
は
地
元
の
同
意
、
協
力
、
熟
度
を
確
認

し
、
必
要
性
や
実
現
性
、
費
用
対
効
果
を
点
数
化
し
優

先
順
位
を
付
け
て
進
め
る
。
長
く
待
っ
て
い
る
皆
さ
ん

が
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
必
要
な
の
か
、

地
元
は
ど
う
協
力
で
き
る
か
、
も
っ
と
行
政
に
伝
え
て

ほ
し
い
。
地
元
の
協
力
度
が
上
が
る
と
事
業
は
進
む
。

問
／
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
よ
う
な
答
え
を
し
て
ほ
し

く
は
な
い
。
地
元
は
長
い
間
必
要
性
を
訴
え
て
き
た
。

熟
度
は
十
分
あ
る
し
、
ど
ん
な
協
力
も
す
る
。
行
政
側

か
ら
調
査
に
行
く
の
が
筋
で
は
な
い
か
。
「
波
及
効
果

は
あ
る
か
」
と
地
元
の
皆
さ
ん
に
言
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
敷
設
済
み
の
所
は
波
及
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

壁
を
ど
ん
ど
ん
高
く
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
地
元

は
市
の
考
え
を
理
解
し
、
理
屈
で
応
え
よ
う
と
歩
み

寄
っ
て
い
る
。
も
っ
と
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
。

答
／
加
温
式
消
雪
パ
イ
プ
は
、
設
置
費
、
維
持
管
理
コ

ス
ト
が
高
価
で
凍
結
し
て
い
た
が
、
検
証
を
経
て
、
優

先
順
位
を
決
め
た
上
で
計
画
的
に
造
っ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
財
政
計
画
と
の
折
り
合
い
も
あ
る
が
、
再
開

後
の
最
初
の
も
の
が
施
工
さ
れ
る
。
そ
の
状
況
を
検
証

し
な
が
ら
、
要
望
の
あ
る
地
域
の
声
を
聴
き
整
備
を
進

め
て
い
く
、
そ
の
緒
に
つ
い
た
と
理
解
し
て
ほ
し
い
。

加
温
式
消
雪
パ
イ
プ
の
新

設
に
も
っ
と
地
元
の
声
を

滝
沢
　
一
成
（
輝
）

高田城趾公園の多目的トイレ
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問
／
高
田
と
直
江
津
は
今
ま
で
多
く
の
政
策
・
施
策
を

講
じ
、
質
的
向
上
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
が
、

あ
ま
り
成
果
が
出
て
お
ら
ず
、
双
方
の
誘
導
重
点
区
域

は
空
き
家
が
増
え
、
人
口
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
原
因
や
課
題
等
を
浮
き
彫
り
に
し
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
へ
誘
導
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
ま
ち
な
か
居
住
推
進
事
業
と
し
て
高
田
を
「
雁
木

町
家
」
「
一
般
住
宅
」
「
高
度
利
用
」
の
各
エ
リ
ア
に

分
け
、
対
象
と
な
る
25
の
町
内
会
長
へ
課
題
や
事
業
の

説
明
等
を
行
い
、
５
つ
の
町
内
を
モ
デ
ル
候
補
地
と
し
、

実
現
可
能
な
モ
デ
ル
事
業
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
直

江
津
も
同
様
の
取
組
を
行
う
た
め
の
検
討
に
着
手
し
た
。

　
廃
棄
物
の
広
域
最
終
処
分
場
　
整
備
へ
の
対
応
は
？

問
／
最
終
処
分
場
の
廃
棄
物
の
処
理
方
法
や
環
境
面
等

の
対
策
に
関
す
る
市
の
考
え
方
と
県
へ
の
対
応
は
。

答
／
廃
棄
物
を
安
全
、
安
定
的
に
処
分
す
る
機
能
を
備

え
、
周
辺
の
自
然
環
境
や
生
活
環
境
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
と
ど
め
、
地
域
の
理
解
を
得
ら
れ
る
施
設
で
あ
る

べ
き
と
考
え
る
。
今
後
も
県
と
協
議
を
重
ね
、
進
め
る
。

問
／
候
補
地
を
選
定
の
上
、
令
和
３
年
度
以
降
に
県
が

建
設
予
定
地
を
決
定
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、

地
元
住
民
等
の
意
向
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
／
候
補
地
が
絞
り
込
ま
れ
た
際
、
県
は
具
体
的
な
情

報
を
示
す
と
の
意
向
で
あ
り
、
市
も
県
に
地
元
住
民
等

へ
の
丁
寧
な
説
明
を
求
め
、
協
力
・
支
援
し
て
い
く
。

新
た
な
都
市
（
ま
ち
）

づ
く
り
へ
の
誘
導
策
は

丸
山
　
章
（
無
所
属
）

問
／
公
共
施
設
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
む
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

答
／
対
象
と
な
る
５
８
６
の
公
共
施
設
の
適
合
率
は
令

和
元
年
度
末
で
66
・
１
％
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
末
の

目
標
67
・
３
％
の
達
成
に
向
け
て
順
調
と
考
え
て
い
る
。

問
／
目
標
設
定
は
妥
当
な
の
か
。
あ
れ
ば
な
お
良
い
と

い
う
よ
う
な
消
極
的
な
考
え
は
な
い
か
。

答
／
計
画
を
作
っ
た
20
年
前
は
と
も
か
く
、
時
代
が
大

き
く
変
わ
る
中
で
、
障
害
者
な
ど
に
寄
り
添
っ
た
施
設

の
改
修
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
目
標
の
見
直
し
を

含
め
、
市
民
が
等
し
く
便
益
を
享
受
で
き
る
施
設
の
あ

り
よ
う
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
指
針
に
基
づ
く
修
繕
計

画
は
あ
る
の
か
。
統
一
的
に
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

答
／
個
々
の
施
設
の
修
繕
計
画
は
あ
る
が
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
特
化
し
た
計
画
は
作
っ
て
い
な
い
。

問
／
担
当
部
署
が
全
体
の
進
捗
状
況
や
今
後
の
課
題
、

見
通
し
を
把
握
し
、
他
の
部
署
へ
の
働
き
か
け
や
促
し

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
／
現
実
的
に
困
っ
て
い
る

方
に
お
聞
き
し
て
優
先
順
位

を
つ
け
る
こ
と
は
当
然
必
要

だ
と
考
え
る
。
担
当
部
署
に

確
認
し
、
仕
事
の
進
め
方
に

つ
い
て
整
理
す
る
。

公
共
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
　
　

平
良
木 

哲
也（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

問
／
当
市
が
次
期
処
分
場
候
補
地
に
な
っ
た
経
緯
は
。

答
／
過
去
に
茶
屋
ケ
原
・
吉
浦
地
内
、
宮
野
尾
地
区
が

候
補
に
挙
が
っ
た
が
、
地
元
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
断
念

に
至
っ
た
。
経
済
活
動
の
支
え
や
災
害
対
応
と
し
て
も

重
要
な
施
設
で
あ
り
、
県
で
は
、
引
き
続
き
市
内
で
の

候
補
地
選
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

問
／
県
は
整
備
候
補
地
を
地
元
の

土
地
所
有
者
等
に
一
般
公
募
し
た

が
、
応
募
は
あ
っ
た
の
か
。

答
／
２
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

問
／
エ
コ
パ
ー
ク
出
雲
崎
は
元
々

畜
産
団
地
だ
っ
た
場
所
で
あ
る
が

海
抜
50
ｍ
と
比
較
的
高
い
土
地
に
あ
る
。
今
回
の
建
設

条
件
に
地
震
や
津
波
災
害
等
の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

答
／
選
定
条
件
の
中
に
立
地
回
避
区
域
と
し
て
、
活
断

層
付
近
、
浸
水
想
定
区
域
等
を
除
外
し
て
い
る
。

問
／
受
け
入
れ
る
産
業
廃
棄
物
は
具
体
的
に
何
に
な
る

の
か
。
出
雲
崎
と
同
じ
せ
っ
こ
う

石
膏
ボ
ー
ド
、

が
れ
き
瓦
礫
類
な
の
か
。

答
／
エ
コ
パ
ー
ク
出
雲
崎
と
ほ
ぼ
同
じ
産
業
廃
棄
物
と

聞
い
て
い
る
。

問
／
最
終
的
に
決
ま
る
候
補
地
の

住
民
が
反
対
し
た
場
合
は
ど
う
か
。

答
／
市
と
し
て
は
、
住
民
の
合
意

な
し
に
進
め
る
つ
も
り
は
な
い
。

県
は
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

安
全
、
確
実
な
広
域
最
終

処
分
場
の
建
設
に
向
け
て

高
山
　
ゆ
う
子
（
み
ら
い
）

問
／
上
越
市
第
６
次
総
合
計
画
の
環
境
分
野
に
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
目
標
値
の
算
定
方
法
と
現
在
の
状
況
、
目

標
値
達
成
に
向
け
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
／
当
市
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
策
定
し
、
令
和
４
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
し
て
、
市
民
・
事
業
者
・
市
が
行
う
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
示
し
、
市
域
全
体
か

ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
推
進
し
て
い

る
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
製
造
業
や
農
林
水
産

業
部
門
、
家
庭
部
門
な
ど
９
つ
の
活
動
部
門
に
お
い
て
、

電
気
や
ガ
ス
、
石
油
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
ご
と
の
58

項
目
を
、
各
種
統
計
デ
ー
タ
等
を
用
い
て
算
定
し
て
い

る
。
平
成
29
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
17
万
７
千
ｔ
・
Ｃ

Ｏ
２
を
削
減
し
て
き
た
こ
と
、
令
和
元
年
度
時
点
の
年

間
排
出
量
が
２
２
３
万
６
千
ｔ
・
Ｃ
Ｏ
２
と
な
る
こ
と

か
ら
、
令
和
４
年
度
ま
で
に
２
２
２
万
４
千
ｔ
・
Ｃ
Ｏ
２

以
下
と
す
る
短
期
目
標
は
達
成
可
能
と
考
え
る
。

問
／
今
後
、
電
気
自
動
車
の
普
及
が
加
速
す
る
と
思
わ

れ
る
。
市
役
所
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に
電
気
自
動
車
の
充

電
設
備
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
／
市
内
に
お
い
て
既
に
商
業
施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
36
か
所
で
充
電
設
備
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

市
役
所
周
辺
１
㎞
の
範
囲
内
で
は
、
民
間
事
業
者
に
よ

り
６
か
所
の
充
電
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市

役
所
駐
車
場
へ
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

当
市
に
お
け
る
脱
炭
素
社

会
へ
の
取
組
は

山
田
　
忠
晴
（
公
明
党
）

問
／
小
規
模
事
業
者
の
中
に
は
、
年
末
を
控
え
て
事
業

継
続
へ
の
大
き
な
不
安
と
諦
め
感
が
広
が
っ
て
い
る
。

市
独
自
の
新
た
な
支
援
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
国
に

対
し
て
持
続
化
給
付
金
の
再
支
給
等
を
求
め
て
ほ
し
い
。

答
／
市
で
は
現
在
、
事
業
者
応
援
給
付
金
や
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
の
発
行
支
援
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業
な

ど
の
支
援
を
実
施
し
、
国
・
県
の
支
援
制
度
も
継
続
さ

れ
て
い
る
た
め
、
市
と
し
て
現
時
点
で
直
ち
に
新
た
な

支
援
策
創
設
や
持
続
化
給
付
金
の
再
支
給
を
国
に
求
め

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
状
況
が
悪
化
す
る
場

合
に
必
要
な
施
策
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
整
え
て
い
く
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
更
な
る
支
援
策
を

問
／
感
染
症
の
更
な
る
拡
大
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
、

特
に
就
業
実
態
が
不
安
定
な
平
均
年
収
約
１
０
３
万
円

程
度
と
い
う
母
子
家
庭
は
さ
ら
に
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

年
末
や
ク
リ
ス
マ
ス
を
少
し
で
も
暖
か
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
年
末
給
付
金
の
支
給
や
お
米
や
餅
な
ど
を
届
け
る

な
ど
暖
か
い
施
策
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
／
国
は
12
月
に
生
活
実
態
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
ひ

と
り
親
家
庭
等
に
対
し
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
再
支
給

す
る
方
針
を
示
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
補
正
予

算
を
追
加
提
案
し
、
年
内
に
支
給
で
き
る
よ
う
速
や
か

に
事
務
を
進
め
る
。
ま
た
、
新
潟
県
フ
ー
ド
バ
ン
ク
連

絡
協
議
会
で
は
、
食
料
品
等
を
ひ
と
り
親
家
庭
に
送
る

取
組
を
行
っ
て
お
り
、
市
も
広
く
周
知
し
て
い
く
。

感
染
症
か
ら
命
と
暮
ら
し
・

生
業
を
守
る
支
援
策
　
　
　

上
野 

公
悦（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

問
／
具
体
的
に
ど
ん
な
条
件
を
満
た
せ
ば
消
雪
パ
イ
プ

が
敷
設
さ
れ
る
の
か
。
あ
る
所
と
そ
う
で
な
い
所
の
差

は
何
な
の
か
。
住
民
は
切
実
に
考
え
て
い
る
し
、
市
に

歩
み
寄
ろ
う
と
し
て
い
る
。

答
／
公
共
事
業
は
地
元
の
同
意
、
協
力
、
熟
度
を
確
認

し
、
必
要
性
や
実
現
性
、
費
用
対
効
果
を
点
数
化
し
優

先
順
位
を
付
け
て
進
め
る
。
長
く
待
っ
て
い
る
皆
さ
ん

が
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
必
要
な
の
か
、

地
元
は
ど
う
協
力
で
き
る
か
、
も
っ
と
行
政
に
伝
え
て

ほ
し
い
。
地
元
の
協
力
度
が
上
が
る
と
事
業
は
進
む
。

問
／
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
よ
う
な
答
え
を
し
て
ほ
し

く
は
な
い
。
地
元
は
長
い
間
必
要
性
を
訴
え
て
き
た
。

熟
度
は
十
分
あ
る
し
、
ど
ん
な
協
力
も
す
る
。
行
政
側

か
ら
調
査
に
行
く
の
が
筋
で
は
な
い
か
。
「
波
及
効
果

は
あ
る
か
」
と
地
元
の
皆
さ
ん
に
言
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
敷
設
済
み
の
所
は
波
及
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

壁
を
ど
ん
ど
ん
高
く
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
地
元

は
市
の
考
え
を
理
解
し
、
理
屈
で
応
え
よ
う
と
歩
み

寄
っ
て
い
る
。
も
っ
と
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
。

答
／
加
温
式
消
雪
パ
イ
プ
は
、
設
置
費
、
維
持
管
理
コ

ス
ト
が
高
価
で
凍
結
し
て
い
た
が
、
検
証
を
経
て
、
優

先
順
位
を
決
め
た
上
で
計
画
的
に
造
っ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
財
政
計
画
と
の
折
り
合
い
も
あ
る
が
、
再
開

後
の
最
初
の
も
の
が
施
工
さ
れ
る
。
そ
の
状
況
を
検
証

し
な
が
ら
、
要
望
の
あ
る
地
域
の
声
を
聴
き
整
備
を
進

め
て
い
く
、
そ
の
緒
に
つ
い
た
と
理
解
し
て
ほ
し
い
。

加
温
式
消
雪
パ
イ
プ
の
新

設
に
も
っ
と
地
元
の
声
を

滝
沢
　
一
成
（
輝
）

高田城趾公園の多目的トイレ
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問
／
令
和
２
年
10
月
23
日
、
市
の
担
当
部
長
が
県
の
病

院
局
へ
出
向
き
、
柿
崎
病
院
に
つ
い
て
要
望
し
た
と
い

う
が
、
そ
の
内
容
及
び
県
の
回
答
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

答
／
柿
崎
病
院
に
つ
い
て
、
市
が
経
営
主
体
に
な
る
こ

と
は
財
政
負
担
や
医
師
確
保
の
面
か
ら
も
困
難
で
あ
り
、

引
き
続
き
県
に
よ
る
運
営
体
制
を
維
持
存
続
す
る
よ
う

求
め
た
。
県
か
ら
は
、
「
県
と
市
の
役
割
分
担
が
あ
る
。

上
越
市
の
負
担
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
る
」
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

問
／
県
は
提
案
を
取
り
下
げ
て
い
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
中
、
病
院
の
経
営

主
体
を
ど
う
す
る
か
よ
り
、
感
染
症
対
策
を
優
先
す
べ

き
だ
。
県
に
先
送
り
す
べ
き
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
病
院
の
位
置
付
け
で
は
な
く
、
経
営
の
あ
り
方
で

あ
る
。
病
院
の
位

置
付
け
で
あ
れ
ば
、

今
す
べ
き
で
は
な

い
し
、
そ
の
と
お

り
で
あ
る
。
経
営

の
在
り
方
で
い
う

と
、
先
送
り
を
す

べ
き
と
言
う
の
で

は
な
く
、
い
つ

持
っ
て
来
ら
れ
て

も
受
け
ら
れ
る
話

で
は
な
い
。 柿

崎
病
院
は
県
営
で
運
営

す
べ
き
と
強
く
主
張
を
　

橋
爪 

法
一（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

問
／
国
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
国
内
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
表
明
し
た
が
、
市
の
方

針
や
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
あ
る
の
か
。

答
／
平
成
28
年
３
月
に
上
越
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
を
策
定
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

や
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
令
和
４
年
度
に
策
定
す
る
次
期
計
画
の
中
で
、
方
針

や
支
援
策
を
含
め
た
具
体
的
な
施
策
等
を
示
し
て
い
く
。

　
市
内
温
浴
施
設
に
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
温
泉
の
普
及
を

問
／
市
が
所
有
す
る
温
浴
施
設
に
お
い
て
、
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
温
泉
の
普
及
促
進
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
乳
が
ん
の
手
術
後
も
病
気
に
な
る
前
と
同
じ
よ
う

に
温
泉
を
楽
し
め
る
社
会
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
心

身
の
癒
し
は
も
と
よ
り
、
乳
が
ん
に
対
す
る
理
解
の
促

進
に
つ
な
が
る
大
切
な
取
組
の
一
つ
と
理
解
す
る
。
施

設
の
指
定
管
理
者
と
協
議
の
上
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
若
者
や
子
ど
も
向
け
の
屋
外
ス
ポ
ッ
ト
整
備
を

問
／
市
内
の
公
園
に
ス
リ
ー３
オ
ン
ス
リ
ー３
や
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
な
ど
屋
外
で
気
軽
に
遊
べ
る
環
境
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
高
田
城
址
公
園
等
の
基
本
計
画
に
そ
の
よ
う
な
整

備
方
針
は
な
く
、
遊
戯
施
設
の
更
新
に
当
た
り
、
地
域

か
ら
も
そ
の
よ
う
な
要
望
は
な
い
た
め
、
現
段
階
で
整

備
を
行
う
考
え
は
な
い
。

温
室
効
果
ガ
ス

実
質
的
排
出
量
を
ゼ
ロ
に

鈴
木
　
め
ぐ
み
（
輝
）

問
／
人
口
減
少
対
策
に
は
「
子
ど
も
年
金
制
度
」
の
導

入
が
有
効
と
考
え
る
が
、
具
体
的
な
対
策
は
ど
う
か
。

答
／
様
々
な
少
子
化
対
策
を
切
れ
目
な
く
講
じ
、
転
出

超
過
の
解
消
に
資
す
る
総
合
的
な
取
組
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。
政
策
を
総
動
員
し
て
取
り
組
む
。

問
／
「
介
護
・
認
知
症
地
獄
」
が
待
ち
受
け
る
極
限
社

会
を
ど
う
乗
り
切
る
の
か
。
対
応
策
は
万
全
な
の
か
。

答
／
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
の
充
実
を
図
り
、
介
護

人
材
の
確
保
や
介
護
予
防
・
介
護
の
重
度
化
の
防
止
へ

の
取
組
を
進
め
、
総
合
的
な
認
知
症
施
策
に
取
り
組
む
。

問
／
空
き
校
舎
を
農
都
市
学
校
や
田
園
住
宅
に
し
て
は
。

答
／
他
へ
の
転
用
を
検
討
し
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

等
に
よ
り
民
間
主
導
の
利
活
用
方
法
も
模
索
し
て
い
く
。

問
／
地
籍
の
未
確
定
地
が
多
い
。
地
籍
調
査
の
促
進
は
。

答
／
未
実
施
の
地
域
全
て
の
実
施
は
難
し
い
た
め
、
必

要
性
、
緊
急
性
の
高
い
エ
リ
ア
か
ら
取
り
組
む
。

問
／
税
源
涵
養
策
の
た
め
の
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
は
。

答
／
当
市
は
も
ら
う
額
よ
り
出
て
い
く
額
が
多
い
が
、

本
来
の
趣
旨
に
沿
わ
な
い
返
礼
品
制
度
は
行
わ
な
い
。

問
／
都
市
計
画
は
相
当
な
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
に
合
う
抜
本
的
な
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
過
去
に
一
部
を
見
直
し
て
お
り
、
今
後
も
適
宜
見

直
し
、
持
続
可
能
な
都
市
構
造
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

問
／
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
は
。

答
／
県
の
検
査
体
制
が
拡
充
さ
れ
て
お
り
、
市
は
今
回

の
補
正
予
算
の
内
容
を
超
え
る
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

極
限
社
会
を
乗
り
越
え
る

に
は
攻
め
の
市
政
を
！
　

宮
越
　
馨
（
無
所
属
）

問
／
小
木
直
江
津
航
路
の
就
航
船
舶
の
変
更
等
に
係
る

佐
渡
汽
船
と
の
協
議
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
／
県
と
佐
渡
市
を
含
む
４
者
会
議
に
て
、
当
市
の
提

示
条
件
を
佐
渡
汽
船
が
受
け
入
れ
た
た
め
、
就
航
船
舶

変
更
と
あ
か
ね
売
却
交
渉
の
着
手
に
同
意
し
た
。
今
後

の
佐
渡
汽
船
へ
の
財
政
支
援
は
、
経
営
改
善
の
取
組
状

況
等
を
確
認
し
な
が
ら
、
支
援
を
検
討
す
る
。

問
／
当
市
に
お
け
る
小
木
直
江
津
航
路
の
必
要
性
を
ど

う
考
え
る
の
か
。
観
光
に
ど
う
い
か
し
て
い
く
の
か
。

答
／
小
木
直
江
津
航
路
は
、
佐
渡
市
民
の
生
活
航
路
と

し
て
、
ま
た
、
当
市
の
観
光
航
路
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
や
北
陸
新
幹
線
延
伸
に

よ
る
利
用
増
加
を
期
待
し
て
い
る
が
、
就
航
船
舶
の
変

更
に
よ
り
利
用
者
数
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
も

佐
渡
汽
船
や
県
、
佐
渡
市
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
旅

行
費
用
の
低
廉
化
や
二
次
交
通
の
利
便
性
向
上
等
を
通

じ
て
、
航
路
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
乳
幼
児
教
育
・
保
育
　
量
の
確
保
と
質
の
向
上
を

問
／
子
ど
も
た
ち
の
乳
幼
児
教
育
や
保
育
を
担
う
場
が

多
様
化
し
て
い
る
。
園
の
形
態
や
公
立
・
私
立
に
か
か

わ
ら
ず
、
十
分
な
提
供
体
制
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、

量
の
確
保
と
質
の
向
上
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
／
今
後
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
定
員
数
の
在
り
方
等
も
含
め

総
合
的
に
検
討
し
、
適
切
な
体
制
づ
く
り
を
行
う
。

小
木
直
江
津
航
路
を
含
め

た
こ
れ
か
ら
の
観
光
は

安
田
　
佳
世
（
無
所
属
）

11月の議会報告会・意見交換会を実施しました！ 
　市議会では、令和２年11月６日～11日にかけて清里区、直江津、吉川区、
三和区の計４か所で、議会報告会・意見交換会を実施しました。
　前半はプロジェクターを使って議会の取組や定例会中の委員会審査の内
容を説明し、後半は市民との意見交換会を行いました。
　意見交換の中でいただいた47項目のご意見のうち、一部をご紹介します。

　その他いただいたご意見や上記ご意見を含め、当日の回答等は全て市議会
ホームページに掲載しています。ホームページは、「上越市議会　意見交換
会」で検索いただくか、右のＱＲコードからご覧ください。

○マイナンバーカードはなぜ浸透していないのか。市民が制度を活用できるよう、議会として
も市に対して働きかけてほしい。

○県立柿崎病院の統廃合問題では、他市に比べ、市長や市議の動きが鈍い。命を守ることは何
よりも大事なことであり、また、へき地病院については赤字なのは当たり前で経済原理を導
入するというのは間違いだと思うが、どのような認識か。

○清里区でもクマによる人身被害が発生した。県もクマ出没特別警報を発令し注意喚起を図っ
ている。市としても効果的な対策をお願いしたい。

○公の施設の再配置について、利用実績だけで存廃を判断すると、地域差が出るのではないか。
施設には避難所など他に大切な場所としての役割がある。議会では、市からどのように聞い
ているのか。

○子どもの通学路について、Ｌ字側溝の上を歩いていたり、傘を差した時に外側線からはみ出
たりと、危険である。特に冬期は、積雪により歩くスペースが狭く危険なので、点検をしっ
かりやってほしい。

○一般質問で取り上げる題材について、専門分野や得意分野で質問をしている議員が多いが、
もっと市民の声を聞いて地域に関することを質問するべきではないか。地域の課題はたくさ
んあるので、一般質問でも取り上げてほしい。

○議員、地域協議会委員、町内会が連携することが大事である。今後とも互いに協力をお願い
したい。
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問
／
令
和
２
年
10
月
23
日
、
市
の
担
当
部
長
が
県
の
病

院
局
へ
出
向
き
、
柿
崎
病
院
に
つ
い
て
要
望
し
た
と
い

う
が
、
そ
の
内
容
及
び
県
の
回
答
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

答
／
柿
崎
病
院
に
つ
い
て
、
市
が
経
営
主
体
に
な
る
こ

と
は
財
政
負
担
や
医
師
確
保
の
面
か
ら
も
困
難
で
あ
り
、

引
き
続
き
県
に
よ
る
運
営
体
制
を
維
持
存
続
す
る
よ
う

求
め
た
。
県
か
ら
は
、
「
県
と
市
の
役
割
分
担
が
あ
る
。

上
越
市
の
負
担
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
る
」
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

問
／
県
は
提
案
を
取
り
下
げ
て
い
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
中
、
病
院
の
経
営

主
体
を
ど
う
す
る
か
よ
り
、
感
染
症
対
策
を
優
先
す
べ

き
だ
。
県
に
先
送
り
す
べ
き
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
病
院
の
位
置
付
け
で
は
な
く
、
経
営
の
あ
り
方
で

あ
る
。
病
院
の
位

置
付
け
で
あ
れ
ば
、

今
す
べ
き
で
は
な

い
し
、
そ
の
と
お

り
で
あ
る
。
経
営

の
在
り
方
で
い
う

と
、
先
送
り
を
す

べ
き
と
言
う
の
で

は
な
く
、
い
つ

持
っ
て
来
ら
れ
て

も
受
け
ら
れ
る
話

で
は
な
い
。 柿

崎
病
院
は
県
営
で
運
営

す
べ
き
と
強
く
主
張
を
　

橋
爪 

法
一（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

問
／
国
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
国
内
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
表
明
し
た
が
、
市
の
方

針
や
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
あ
る
の
か
。

答
／
平
成
28
年
３
月
に
上
越
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
を
策
定
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

や
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
令
和
４
年
度
に
策
定
す
る
次
期
計
画
の
中
で
、
方
針

や
支
援
策
を
含
め
た
具
体
的
な
施
策
等
を
示
し
て
い
く
。

　
市
内
温
浴
施
設
に
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
温
泉
の
普
及
を

問
／
市
が
所
有
す
る
温
浴
施
設
に
お
い
て
、
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
温
泉
の
普
及
促
進
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
乳
が
ん
の
手
術
後
も
病
気
に
な
る
前
と
同
じ
よ
う

に
温
泉
を
楽
し
め
る
社
会
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
心

身
の
癒
し
は
も
と
よ
り
、
乳
が
ん
に
対
す
る
理
解
の
促

進
に
つ
な
が
る
大
切
な
取
組
の
一
つ
と
理
解
す
る
。
施

設
の
指
定
管
理
者
と
協
議
の
上
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
若
者
や
子
ど
も
向
け
の
屋
外
ス
ポ
ッ
ト
整
備
を

問
／
市
内
の
公
園
に
ス
リ
ー３
オ
ン
ス
リ
ー３
や
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
な
ど
屋
外
で
気
軽
に
遊
べ
る
環
境
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
高
田
城
址
公
園
等
の
基
本
計
画
に
そ
の
よ
う
な
整

備
方
針
は
な
く
、
遊
戯
施
設
の
更
新
に
当
た
り
、
地
域

か
ら
も
そ
の
よ
う
な
要
望
は
な
い
た
め
、
現
段
階
で
整

備
を
行
う
考
え
は
な
い
。

温
室
効
果
ガ
ス

実
質
的
排
出
量
を
ゼ
ロ
に

鈴
木
　
め
ぐ
み
（
輝
）

問
／
人
口
減
少
対
策
に
は
「
子
ど
も
年
金
制
度
」
の
導

入
が
有
効
と
考
え
る
が
、
具
体
的
な
対
策
は
ど
う
か
。

答
／
様
々
な
少
子
化
対
策
を
切
れ
目
な
く
講
じ
、
転
出

超
過
の
解
消
に
資
す
る
総
合
的
な
取
組
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。
政
策
を
総
動
員
し
て
取
り
組
む
。

問
／
「
介
護
・
認
知
症
地
獄
」
が
待
ち
受
け
る
極
限
社

会
を
ど
う
乗
り
切
る
の
か
。
対
応
策
は
万
全
な
の
か
。

答
／
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
の
充
実
を
図
り
、
介
護

人
材
の
確
保
や
介
護
予
防
・
介
護
の
重
度
化
の
防
止
へ

の
取
組
を
進
め
、
総
合
的
な
認
知
症
施
策
に
取
り
組
む
。

問
／
空
き
校
舎
を
農
都
市
学
校
や
田
園
住
宅
に
し
て
は
。

答
／
他
へ
の
転
用
を
検
討
し
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

等
に
よ
り
民
間
主
導
の
利
活
用
方
法
も
模
索
し
て
い
く
。

問
／
地
籍
の
未
確
定
地
が
多
い
。
地
籍
調
査
の
促
進
は
。

答
／
未
実
施
の
地
域
全
て
の
実
施
は
難
し
い
た
め
、
必

要
性
、
緊
急
性
の
高
い
エ
リ
ア
か
ら
取
り
組
む
。

問
／
税
源
涵
養
策
の
た
め
の
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
は
。

答
／
当
市
は
も
ら
う
額
よ
り
出
て
い
く
額
が
多
い
が
、

本
来
の
趣
旨
に
沿
わ
な
い
返
礼
品
制
度
は
行
わ
な
い
。

問
／
都
市
計
画
は
相
当
な
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
に
合
う
抜
本
的
な
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
過
去
に
一
部
を
見
直
し
て
お
り
、
今
後
も
適
宜
見

直
し
、
持
続
可
能
な
都
市
構
造
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

問
／
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
は
。

答
／
県
の
検
査
体
制
が
拡
充
さ
れ
て
お
り
、
市
は
今
回

の
補
正
予
算
の
内
容
を
超
え
る
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

極
限
社
会
を
乗
り
越
え
る

に
は
攻
め
の
市
政
を
！
　

宮
越
　
馨
（
無
所
属
）

問
／
小
木
直
江
津
航
路
の
就
航
船
舶
の
変
更
等
に
係
る

佐
渡
汽
船
と
の
協
議
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
／
県
と
佐
渡
市
を
含
む
４
者
会
議
に
て
、
当
市
の
提

示
条
件
を
佐
渡
汽
船
が
受
け
入
れ
た
た
め
、
就
航
船
舶

変
更
と
あ
か
ね
売
却
交
渉
の
着
手
に
同
意
し
た
。
今
後

の
佐
渡
汽
船
へ
の
財
政
支
援
は
、
経
営
改
善
の
取
組
状

況
等
を
確
認
し
な
が
ら
、
支
援
を
検
討
す
る
。

問
／
当
市
に
お
け
る
小
木
直
江
津
航
路
の
必
要
性
を
ど

う
考
え
る
の
か
。
観
光
に
ど
う
い
か
し
て
い
く
の
か
。

答
／
小
木
直
江
津
航
路
は
、
佐
渡
市
民
の
生
活
航
路
と

し
て
、
ま
た
、
当
市
の
観
光
航
路
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
や
北
陸
新
幹
線
延
伸
に

よ
る
利
用
増
加
を
期
待
し
て
い
る
が
、
就
航
船
舶
の
変

更
に
よ
り
利
用
者
数
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
も

佐
渡
汽
船
や
県
、
佐
渡
市
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
旅

行
費
用
の
低
廉
化
や
二
次
交
通
の
利
便
性
向
上
等
を
通

じ
て
、
航
路
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
乳
幼
児
教
育
・
保
育
　
量
の
確
保
と
質
の
向
上
を

問
／
子
ど
も
た
ち
の
乳
幼
児
教
育
や
保
育
を
担
う
場
が

多
様
化
し
て
い
る
。
園
の
形
態
や
公
立
・
私
立
に
か
か

わ
ら
ず
、
十
分
な
提
供
体
制
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、

量
の
確
保
と
質
の
向
上
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
／
今
後
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
定
員
数
の
在
り
方
等
も
含
め

総
合
的
に
検
討
し
、
適
切
な
体
制
づ
く
り
を
行
う
。

小
木
直
江
津
航
路
を
含
め

た
こ
れ
か
ら
の
観
光
は

安
田
　
佳
世
（
無
所
属
）

11月の議会報告会・意見交換会を実施しました！ 
　市議会では、令和２年11月６日～11日にかけて清里区、直江津、吉川区、
三和区の計４か所で、議会報告会・意見交換会を実施しました。
　前半はプロジェクターを使って議会の取組や定例会中の委員会審査の内
容を説明し、後半は市民との意見交換会を行いました。
　意見交換の中でいただいた47項目のご意見のうち、一部をご紹介します。

　その他いただいたご意見や上記ご意見を含め、当日の回答等は全て市議会
ホームページに掲載しています。ホームページは、「上越市議会　意見交換
会」で検索いただくか、右のＱＲコードからご覧ください。

○マイナンバーカードはなぜ浸透していないのか。市民が制度を活用できるよう、議会として
も市に対して働きかけてほしい。
○県立柿崎病院の統廃合問題では、他市に比べ、市長や市議の動きが鈍い。命を守ることは何
よりも大事なことであり、また、へき地病院については赤字なのは当たり前で経済原理を導
入するというのは間違いだと思うが、どのような認識か。
○清里区でもクマによる人身被害が発生した。県もクマ出没特別警報を発令し注意喚起を図っ
ている。市としても効果的な対策をお願いしたい。
○公の施設の再配置について、利用実績だけで存廃を判断すると、地域差が出るのではないか。
施設には避難所など他に大切な場所としての役割がある。議会では、市からどのように聞い
ているのか。
○子どもの通学路について、Ｌ字側溝の上を歩いていたり、傘を差した時に外側線からはみ出
たりと、危険である。特に冬期は、積雪により歩くスペースが狭く危険なので、点検をしっ
かりやってほしい。
○一般質問で取り上げる題材について、専門分野や得意分野で質問をしている議員が多いが、
もっと市民の声を聞いて地域に関することを質問するべきではないか。地域の課題はたくさ
んあるので、一般質問でも取り上げてほしい。
○議員、地域協議会委員、町内会が連携することが大事である。今後とも互いに協力をお願い
したい。
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※この日程は、諸会議等により変更となる場合があります。正式には２月下旬に改めて決定し、
　市議会ホームページ等でご案内します。（市議会ホームページの見方は下記のとおりです。）

日 月 火 水 木 金 土
 2/21 2/22 2/23 2/24 2/25 2/26 2/27
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 14 15 16 17 18 19 20

 21 22 23 24 25 26 27

本会議
総括質疑等

本会議
総括質疑等

農政建設
常任委員会

文教経済
常任委員会

厚生
常任委員会

総務
常任委員会

本会議
採決等

本会議
一般質問

２０２１年がスタートして、早１か月が経
ちました。昨年はコロナウイルス感染症に
振り回された１年だったなぁと感じていま
す。今年はどんな１年になるのでしょうか。
上越市議会では、市民の皆様が安心・安
全な生活が送れるよう努めてまいります。

広報広聴委員会　委員 鈴木 めぐみ

次号は、令和３年４月25日発行です。 

議会だより「かけはし」のロゴは、平成 26 年に上越総
合技術高校の生徒に依頼し、制作しました。今号の作
品は、桜を散りばめた「かけはし」の文字にアーチ（橋）
を架けた作品です。アーチは、次の世代へと吹き抜け
る新しい風を表現しています。

◆傍聴に来られた方の感想◆
・質問は市民の想いを届けており、夢が持てた。 
・質問は市民の実際の声を伝えたものだった。 
・時間があればずっと聞いていたかった。 
・新人議員の質問が身近な事項であり、傍聴に
　来てよかった。 

・傍聴しやすい雰囲気で、時間があればこ
　れからも時々来てみたい。
・議員からは行政の対応を尋ねる質問が多  
　いのは当然だが、将来の市の発展のため
　の対策について、提案もしてほしかった。

広報広聴委員会 （◎は委員長、○は副委員長） 
◎田中　　聡 ○宮越　　馨  　安田　佳世 
　鈴木めぐみ 　ｽﾄﾗｯﾄﾝ恵美子 　髙橋　浩輔 
　宮﨑　朋子 　山田　忠晴  　牧田　正樹 
　池田　尚江 　平良木哲也 　飯塚　義隆

編集後記

特集特集

目　次

12月定例会12月定例会

この無料アプリをダウンロードして登録す
ると、議会だより発行日にお知らせが届き、
いつでもどこでもスマートフォンやタブレット
などで議会だよりを読むことができます。
ぜひご利用ください。

←アプリのＤＬはコチラから
※アプリのダウンロードや利用は無料で
すが、通信費は利用者の負担となります。

本会議や委員会の傍聴にお越しください！本会議や委員会の傍聴にお越しください！

３月定例会の日程予定 ３月定例会の日程予定 

　　　定例会以外での活動を紹介します！ ・・２
　　　　　　令和2年度一般会計補正予算など42議案を審議
　総括質疑　新型コロナウイルス感染症対策
　　　　　　に関する議案等を審議 ・・・・・４
常任委員会の審査 ・・・・・・・・・・・・５
討論・意見書・請願 ・・・・・・・・・・・９
審議結果・賛否一覧 ・・・・・・・・・・・10
ここが聞きたい！一般質問 ・・・・・・・・11
11月の議会報告会・意見交換会を実施  ・・・19
３月定例会の日程予定と本会議傍聴の感想 ・・20

◆本会議の議会生中継及び録画中継は、ホームページの「本会議の放送」より、各委員会
　の生放送と録画放送は、ホームページの「委員会の放送」よりご覧ください。

※市議会ホームページは、「上越市議会」で検索いただくか、
　左下のQRコードをスマートフォン等で読み取ることでご覧いただけます。

本会議や各委員会をインターネットでご覧いただけます！！

※この日程は、諸会議等により変更となる場合があります。正式には２月下旬に改めて決定し、
　市議会ホームページ等でご案内します。（市議会ホームページの見方は下記のとおりです。）


